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〈栽培委員会の児童と地域住民との協働作業〉

〈学校運営協議会で提案する児童〉 

 

●テーマと設定理由 

本校は、コミュニティ・スクールの活動が始まって以来、「環境整備」と「あいさつ運動」の二つを目標にあげ 

てきた。毎年同じテーマで協働活動を進め、ここからもっと輪を広げていこうということになった。今回は、 

企画委員会の児童が学校運営協議会に参加し、自分たちが地域の人たちと一緒に叶えたい願いを発表した。 

 
●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・環境整備 ： 企画委員会の児童から、「光庭」と名付けた中庭を、子どもたちに開放してほしいという要

望があった。そのため環境ボランティア（保護者・地域住民）、栽培委員会（児童・教職員）が協働作業を

し、花を植えたり草取りをしたりして整備した。その後、企画委員の児童を中心に「光庭」の使い方のルー

ル決めが進む予定である。 

・あいさつ運動 ： 企画委員会の児童、近隣の中学校、教職員、スクールサポートネットワークのメンバー 

 が、登校時、校門で「あいさつ運動キャンペーン」を定期的に行っている。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・企画委員会と栽培委員会担当の先生に相談し、どうやったら児童と共に地域住民と協働作業ができるか策を 

練った。企画委員会の児童が学校運営協議会に出席し提案した内容をもとに、SSN でも課題を共有すること

にした。SSN 協議会の際、活動内容の写真を掲示してアピールしたり、学校便りを配る時、草取りやあいさ

つ運動をするので学校に来てほしいという案内の手紙を届けたりした。その結果、地域の人たちや保護者の

反応が予想以上にあり、多くの人に「あいさつ運動」や「環境整備」に参加してもらえた。 

 
●協働活動の効果、評価 

・企画委員会や栽培委員会の児童は、自分たちの提案したことがこんなに実現 

 するんだという達成感、充実感を持ったようだ。「あいさつ運動キャンペーン」 

 では、近隣の中学校の生徒や地域の人たちや保護者が校門に並んで、登校する 

 児童を元気に出迎えて大きなあいさつの声が響いた。植栽活動でも、近隣の住 

 民や保護者と一緒に活動し、褒められたり励まされたりして子どもたちの笑顔 

が輝いていた。 

 

●次年度以降に向けて 

・学校運営協議会で児童が提案することで地域との協働活動が推進されてきたよ 

 うに思う。次年度以降も児童がコミュニティ・スクールに参画することによっ 

て、子どもたち自身の思いや願いが学校・家庭・地域に伝わり地域学校協働活 

動が向上することを目指したい。 

 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

地域と共に育てよう、向小の子どもたち 地域の人たちと進める「環境整備＆あいさつ運動」 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

向小学校 ０４２ 

校長名 成長モデル 

ステージ 田山 豊 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

阿部 順行（教頭） 
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●テーマと設定理由 

 昨年度の学校運営協議会では、代表委員会児童に学校経営方針『考動』が浸透していると多くの意見が述べ

られた。今年度はさらに昨年度の取組を発展させるために、「児童委員会活動の活性化」を主要なテーマと

し、代表委員会が掲げる方針「花・歌・愛にあふれる辻南っ子」の育成を目指すこととした。９つの委員会

活動を学校運営協議会委員たちと共有し、それぞれの立場でどのような活動場面で協働活動を実施できるか

を検討し具体的な実践につなげることを確認した。主体的な児童の考えや行動を支える学校教育、家庭や地

域の在り方の具現化を目標とした。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】・・・いくつかの委員会事例の報告 

・さらなる地域活動の参画を促す取組 （１）代表委員会：➀地域夏祭り（神輿・山車渡御行事、夏納涼盆踊

り大会）に参加を促す広報・啓発の企画や盆踊り練習会の運営協力、➁あいさつ運動の充実 向日葵（スマ

イル）委員会＜小中連携合同代表委員会＞による学期に１回の合同あいさつ運動の実施と地域や家庭への広

報（２）緑化委員会：➀フラワーパークでの学校農園の整備・野菜や花等栽培活動 ➁フラワーパークでの

花壇づくり（除草作業や植栽作業） ③地域ごみゼロ活動や清掃作業への参加 

・学校教育活動を支援する取組 （１）図書委員会：戦後８０周年を迎えて図書館活動のさらなる活発化 ➀

戦争や平和に関する図書コーナーの設置 ➁月１回の地域・保護者ボランティアによる読み聞かせ活動（ま

つぼっくり）への協力 ③「ゆめのもりまつり」や「ビブリオバトル大会」の充実と実施協力 

（２）その他 ➀本校独自のボランティア組織「局ねっと＜つぼねっと＞」による学校教育活動支援（家庭科

や総合的な学習、特別活動） ➁PTA による夏プール開放教室実施、エコフェスタの開催 ③地区育成会活

動への参画 （サマースクール、冬ふれあいコンサート、豆まき大会など）  

【実施にあたってのプロセス等】 

・活動の計画、実施にあたっては、各委員会の担当教諭の指導のもと委員会所属児童が主体的に活動する。 

・自治会や育成会をはじめ各種地域団体や家庭との連絡調整は、教頭、教務、学校地域連携コーディネーター 

が担当する。 

・家庭、保護者への広報、連絡には、学校ホームページや学校連絡アプリ「スクリレ」を活用し、広報、啓発 

に努める。 

●協働活動の効果、評価 

・家庭、保護者への広報活動が活発となり、総合的な学習の時間や生活科、家庭科などの授業において保護者、

地域の方々のボランティア活動の参加者が多くなり、学校との協働活動が定着してきた。 

・児童たちが意欲的に地域の活動（地域祭り、清掃活動、防災活動、地域育成会活動など）に参加し、地域の

方々との交流が活発化してきた。 

・第２回会議において、児童会や委員会の児童との話し合い（熟議）を通じて、適切なアドバイスをもらい委

員会活動も新たな視点での活動が増えた。（図書委員会、放送委員会、給食・保健委員会など） 

●次年度以降に向けて 

・コミュニティースクールの取組みが定着してきており、「花・歌・愛にあふ 

れる辻南っ子の育成」を目指してさらなる活動の継続化が必要である。 

・自ら考え、行動できる子どもたちが増え、自己肯定感を高めるための協働 

活動を工夫していきたい。    （写真：家庭科調理実習ボランティア） 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

花・歌・愛にあふれる辻南っ子の育成 考動する辻南っ子を支える協働活動 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面  多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

辻南小学校 １０１ 

校長名 成長モデル 

ステージ 笈川 美奈子 

問い合わせ担当者（役職） 

３ 
染谷 尚久（教頭） 
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●テーマと設定理由 

・心と心の通い合う教育活動を展開し、誰一人取り残すことなく１００年人生 Well-being に輝き続ける生徒

の育成を目指した。そのために生徒が多様な大人とやりとりする機会を増やすことで、生徒が自分で課題を

発見し、深く考え、主体的に行動できるようにする必要があると考え、「心と心の通い合う学校を地域とと

もに創る」というテーマを設定した。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・生徒主体で地域とともに行うクリーンアップ大作戦 in KISHI 

自分たちのよさである、「日本一のあいさつと元気＋体力」で地域の方に感謝を行動で届けるために、生徒

が企画した。Ｒ６．３月に浦和・南浦和の街の清掃活動を行った際、街がきれいだったことに気付き、普段

生活している学校をきれいな地域にふさわしく、自分たちできれいにしたいと考え、実施することにした。 

・地域の人材を生かした学校運営（KOV） 

生徒たちの学習活動の支援体制を整えるために、今年度から地域の方を「岸中学校応援ボランティア（KOV）」

として独自に依頼し、様々な場面で生徒のサポートをしていただいている。その際、地域連携コーディネー

ターが核となり募集している。 

・生徒主体の高齢者施設訪問と駅で行うあいさつ運動 

高齢者施設を訪問し、踊りの披露や体操、手遊びなどを一緒に行い、日本一のあいさつと元気＋体力を地域

の高齢者の方に届けることで高齢者の方をもっと元気づけたいと考え、生徒が企画した。また、駅で行う「あ

いさつ運動」では、生徒会の子供たちは、あいさつと元気＋体力で地域の皆様を笑顔にすることで「いじめ

の撲滅」にもつながると考え、年度内に実施できるように計画している。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・「クリーンアップ大作戦 in KISHI」は、実施の２か月前の５月から生徒会本部を中心に準備を行い、学校運

営協議会で提案を行った。 

・KOV は、学校運営協議会で地域の人材を推薦していただき、年間を通して募集を行っている。 

・高齢者施設訪問は実施予定の４か月前から生徒会本部を中心に準備を行い、学校運営協議会で提案した。 

●協働活動の効果、評価 

・学校（生徒）から地域に提案した内容が実現するなど、学校と地域がこれまで以上に協働するようになった。 

・「クリーンアップ大作戦 in KISHI」は、岸中の生徒を中心に声をかけ、保護者・地域の方にも参加していた

だいた。実施当日である 7/5 は総勢 100 名を超える方に参加していただいた。参加した生徒からは、「草を

たくさん取って学校をきれいにすることができた。」「暑かったけど、頑張ってよかった。」「こんなに草が生

えているなんてびっくりした。」また、参加していただいた保護者からは「子どもたちが一生懸命に働いて

いる姿が素晴らしかった。こんなにたくさん集まってくれる子どもたちを誇りに思います。」という感想等

が聞かれた。 

・岸中学校応援ボランティア（KOV）は、今年度４名の方に登録をいただき、Sola フロアの支援や生徒が参加

できる地域のボランティア活動のサポートをしていただいた。 

・高齢者施設訪問は３月の卒業式後に生徒会本部が中心となり実施する。 

●次年度以降に向けて 

・生徒たちのアイディアをより素早く実現するための組織を構築していきたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

心と心の通い合う学校を地域とともに創る 生徒主体の地域みんなと行うクリーンアップ大作戦 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面 ○ 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

岸中学校 ２０１ 

校長名 成長モデル 

ステージ 山浦 麻紀 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

能見 郁永（教頭） 
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●テーマと設定理由 

 本校学区には、辻地区、文蔵地区、根岸地区がある。いずれの地区も季節のイベントがあり、ゲストとして

参加しても、キャスト（ボランティア）として参加しても、生徒は充実感を得られるとともに地域活性化に貢

献している実感を得られている。昨年度の学校運営協議会において、学校運営協議会に参加した生徒から「も

っと周知をしてほしい。」「学校の学習と繋げたい。」との声があった。そのため、年々増加している参加生徒

数がさらに増えるように、また、中学生ボランティア（通称：中ボラ）が浸透するようにテーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・多くの生徒にボランティア募集案内が目につくように、新たに各階、各学年フロアに掲示板を作成する。 

・防災教育の実施時期を検討し、教育課程を見直す。 

・辻地区夏祭りの会場である熊野神社の地域清掃ボランティアは、校長先生が先頭に立ち、年々参加人数が増

えている。参加学年も１年生から３年生まで偏りなく参加している現状を継続していく。 

・青少年辻地区育成会が主催する「夏休みおもしろサマースクール」の南浦和中学校会場の講座を増設する。

毎夏、辻小学校、南浦和中学校、内谷中学校、浦和南高等学校が一体となって取り組んでいる良さを生かす。  

・辻小学校でのクリスマスコンサートに本校吹奏楽部が参加し、地域の方にも聴いてもらう。 

・学校運営協議会において、本校生徒が参加し、地域の方と交流するとともに地域の課題を共有する。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・防災教育を中学１年生の１学期に繰り上げ、「総合的な学習の時間」の学習で扱う。１１月の避難所運営訓

練に中学生ボランティアとして生徒が参加できるようにする。 

・学校ホームページ「校長ダイアリー」に活動の様子をアップする。 

・各回のボランティア募集について、地域コーディネーターだけでなく、生徒窓口を教頭にも広げる。 

 

●協働活動の効果、評価 

・清掃ボランティアに毎回多数の応募があり、参加した生徒がリピーターとなるなど好循環が生まれている。 

・辻小学校で開催されたクリスマスコンサートは、地域を巻き込む大盛況であった。また、吹奏楽部があおぞ

らフリーマーケットで初演奏し、生徒の活躍の場を確保するとともに地域と一体となった取組になった。 

・昨年度は浦和南高校、今年度は辻小学校で３校合同の防災避難訓練が実施された。中学生ボランティアが受

付を担当するなど活躍し、南区長の推薦により、市長から防災ボランティアの参加賞が贈られた。 

・小学校から継続している活動が多く、小学生のうちは半分ゲストとし 

て、中学生になったらキャストとして参加している生徒がいた。 

・学校がもつ資源を地域に還元し、地域の期待を学校が受け取ってい

る。 

 

●次年度以降に向けて 

・防災訓練の会場が南浦和中学校予定なので、中学生ボランティアを増    

やし、自助・共助・公助の意識を高めたい。 

・開校８０周年の年なので、地域からも祝福される学校にしたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

地域に貢献できる生徒の育成 地域ボランティアの参加生徒の増加 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面 ○ 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

  学校名 学校番号 

南浦和中学校 ２０７ 

校長名 成長モデル 

ステージ 大河内 範一 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

北野 邦旭（教頭） 
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●テーマと設定理由 

・白幡中学校学校運営協議会では、生徒たちのコミュニケーション力を高めるための協働活動に取り組

んでいる。生徒が地域の方々と関わる機会を意図的に設け、多様な立場の人と接しながら活動すること

で、実践的なコミュニケーション力を育むため、ボランティア活動への積極的な参加を推進している。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・学校運営委員の意見を参考に、学校地域連携コーディネーターが地域の各種団体や自治会、公共施設等

と連携し、各種ボランティア活動の情報収集および調整を行う。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・ボランティア活動の目的や内容をまとめた募集案内を作成し、生徒へ配布する。配布後は、生徒からの

参加申込書を取りまとめるとともに、担任や学年職員からも積極的な参加を促す声かけを行う。 

 

●協働活動の効果、評価 

・生徒が参加したボランティア活動 

白幡中学校避難所運営訓練、岸六ごみゼロ運動、鹿手袋夏祭り、別所１丁目子

ども神輿巡行、岸町小土曜チャレンジスクール、岸町小ふれあいフェスタ、浦和

別所小まつり、浦和大里小 PTA ふれあいまつり、岸町公民館子ども寺子屋、別

所公民館夏休み子ども公民館、南区ふれあいフェア、調公園ふれあいまつり、さ

いたま Organic City Fes 等、３１件の依頼を頂いた。 

 

・ボランティア活動に参加した生徒数 

１年生２５３名、２年生１７９名、３年生５２名、延べ４８４名の生徒がボランティ

ア活動に参加した。 

 

・ボランティア活動の依頼団体より寄せられた言葉 

「商品説明、お会計、野菜やグルメマップのお渡しなど、一回一回『こうすれば

よかったね』『次はこんなふうに説明しよう』『荷物が多い人には・・・』と、随所に

お客さんへの心遣いが感じられて、とても頼もしかったです。」 

「小学生の子どもスタッフは、お兄さん、お姉さんたちからたくさんのサポートを受け、安心して活動する

ことができました。」 

「休日の早朝にも関わらず、多くの生徒さんが集まってくださり、黙々と手を動かし、一つの作業が終わ

ると自らやるべきことを見つけて活動してくださいました。」 

 

●次年度以降に向けて 

・多種多様なボランティア活動の依頼を頂けるように、地域への広報活動を工夫する。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

育てよう 白幡中コミュニケーション力 様々なボランティア活動に取り組もう 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

白幡中学校 ２０８ 

校長名 成長モデル 

ステージ 小倉 弘一 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

稲田 豊（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

  高齢化社会を迎えている現代において、中学生が地域を支える力は大きい。中学生が地域の行事に参加す

ることは、行事を盛り上げ、地域の活性化につながると言える。そこで、学校運営協議会では「地域とのつ

ながりの醸成」をテーマに熟議を行った。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・盆踊りは昔から続いてきた地域の伝統的な行事だが、近年、若者の参加が減少している実態がある。また、

盆踊りは、地域の人々が集まり、共に踊ることで一体感を育む場でもある。日頃の感謝を伝えたり交流を深

めたりすることで、地域の絆を強める役割も果たすことができるため、盆踊りに生徒が参加することは、生

徒にとっても地域にとっても大きな意味をもつ。 

・「盆踊り」への参加における学校・地域の役割を以下のとおり設定した。 

  学 校：生徒に盆踊りボランティア募集の案内を行い、参加を募った。 

  地 域：当日の衣装を事前に確認・準備し、当日は着付けを行った。希望する生徒には事前に２日間、盆

踊りと太鼓の指導を行った。ボランティア活動証明書を発行した。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・盆踊りの２か月前の６月に自治会長との協議を行った。本校からは、校長、教頭、学校地域連携コーディネ

ーターが出席をした。 

・盆踊り当日は、校長、学校地域連携コーディネーターが参加するとともに、様子の写真を校内に掲示したり、

学校だよりにて発信したりした。 

 

●協働活動の効果、評価 

 浦和競馬場で行われた大谷場・大谷場上町・大谷場下町３自治会合同の盆踊りには、２０名を超える生徒が

参加し、盆踊りや和太鼓のたたき手として、行事を盛り上げることができた。また、今年度からは、太田窪二

丁目自治会主催の盆踊り大会にもボランティアとして参加し、模擬店の販売員として活躍した。役員の高齢化

が進み人手不足の自治会にとっては、活性化につながる。地域の方からも感謝の言葉を多数いただいた。日頃

からお世話になっている地域の方々と交流を深めるとともに、社会参加の一環となった。 

 

●次年度以降に向けて 

協働活動により、生徒にとって貴重な場となった。今後も地域の伝統行事 

への参加を促し、異世代交流の場の確保に努めるとともに地域の活性化につ 

なげていきたい。生徒に対してはボランティアを次年度も募集し、協力生徒 

の延べ数を増やし、活動を定着できるよう働きかけをしていきたい。 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

地域とのつながりの醸成 地域の夏祭りに参加 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

大谷場中学校 ２１２ 

校長名 成長モデル 

ステージ 八坂 和典 

問い合わせ担当者（役職） 
２ 

廣田 和人（教頭） 
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●テーマと設定理由 
・昨年度、多くの生徒がボランティアとして地域行事に参加し、交流を深めた。その中で、多種多様な能力を

もった地域の重要な人材の存在に気付いた。今年度の学校運営協議会では、「学校のために地域ができるこ

と」を検討することになり、生徒会からも文化講座のような行事を立ち上げ、地域住民から学びたいという

要望が高まっている。そこで、来年度の行事開催を目指し、地域人材の発掘を進めることになった。 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・昨年度に引き続き、地域行事への参加とボランティア活動により、地域住民との交流を深める。 

・生徒がボランティアとして参加した主な地域行事 

 神輿担ぎ（浦和まつり、広ケ谷戸秋祭り）  近隣小学校運動会、ＰＴＡイベントの補助（大谷口小・善前小） 

 区民祭り各ブースの補助（南区ふるさとふれあいフェア） 盆踊り（細野自治会） 

 夏休み子ども公民館、公民館文化祭での補助（谷田公民館・善前公民館）              

 避難所開設・運営訓練での受付業務、ごみ処理等     もちつき大会（広ケ谷戸・善前育成会）等 

【実施にあたってのプロセス等】 

・自治会、育成会を通じて、中学生がボランティアとして参加できる行事を確認し、募集した。 

・ボランティア活動の様子や生徒の感想を載せたボランティア報告書を学校地域連携コーディネーターが作 

成し、教職員、地域行事関係者、保護者、生徒に配付（配信）し、校内に掲示した。 

・来年度に計画している体験講座の講師募集文書を地域（学校だよりの配付先）に配付した。 

●協働活動の効果、評価 
・ボランティア活動の参加延べ人数が、昨年度と比較して倍増した（約 100 名→約 250 名）。複数回参加する 

生徒に加え、新たにボランティア活動を始めた生徒も増えてきている。また、活動時間の累計が２０時間以 

上になった生徒がおり、さいたま市教育委員会からボランティア活動賞（ブロンズ賞）をいただいた。 

・地域住民とのコミュニケーションや労いの言葉で、ボランティアをする生徒の意欲や達成感が向上している。 

事後アンケートでは「またやりたい」が約５割、「分からない（やりたい気持ちはある）」が約４割だった。 

・地域の方から、「中学生がいると助かる。」「雰囲気が明るくなった。」「来年も参加してほしい。」という感謝 

の言葉をいただいている。地域で活躍する中学生の姿を見て、学校に対する関心が高まってきている。 

・学校に依頼のあった行事以外でも、自ら見つけ、進んでボランティアをしようとする生徒が出てきている。 

・体験講座として地域や保護者から、ダンス、編み物、クッキー作り、彫刻・陶芸、楽器演奏、看護体験等の

提案をいただいている。人材発掘は継続中で、公民館利用サークルなどにも問い合わせ中である。 

●次年度以降に向けて 
・地域行事への積極的参加とボランティア活動の推進は、今後も継続する。中学生が積極的に地域行事に参加 

することにより、学校や生徒に対する地域住民の関心を高めていく。また、学校や生徒を見守る眼、教育活 

動や部活動等のサポート役（体験講座協力者を含む）を探し、ＳＳＮの体制づくりを進めていく。 

・学校運営協議会の熟議で話題になった「学校のために地域ができること」を具現化するため、自治会、青少 

年育成会、保護者等の力を借り、人材発掘を継続する。行事開催を通して、地域との繋がりを強化する。 

・近隣小学校や学区内にある公民館と情報交換を行い、連携のあり方や共催行事等について検討する。 

・企画中の体験講座は、大人が講師で生徒が受講者である。地域の力で生徒の知識や経験、視野を広げたい。 

・生徒の主体性を尊重し、生徒主体の企画立案、生徒が講師の体験講座など、様々な工夫も考えられる。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

学校のために地域ができること 地域との交流を深める（行事参加、ボランティア活動） 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面 ○ 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

大谷口中学校 ２１４ 

校長名 成長モデル 

ステージ 髙村 昌利 

問い合わせ担当者（役職） 

３ 吉野 要一（教頭） 

清水 恵二（学校地域連携コーディネーター） 近隣自治会の盆踊り    合同避難所運営訓練 
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●テーマと設定理由 
 以前より学区内小学校ＰＴＡ、青少年育成会、社会福祉協議会、その他団体に生徒をボランティアとして派

遣し、地域の方々と交流を図りながら生徒の育成が進められてきた。令和４年度の学校運営協議会の熟議で、

「育てたい子ども像」を共有し、「これからの社会を主体的に生きる生徒の育成」を掲げ、「内谷中生徒ボラ

ンティア制度」を開始した。今年度生徒募集及び申込方法を工夫する等より多くの生徒の参加を図っている。 

 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 １ 目 的 

（１）ボランティア活動を通じて、生徒の人間性を豊かにするとともに、社会性やコミュニケーション 

能力の向上を図る。 

 （２）生徒と家庭・地域が協働することで、生徒の主体的な社会参画を促進する。 

 （３）内谷中学校生徒のボランティア活動を持続可能なものとするため生徒会が運営の中心となる。 

 （４）普段の清掃等で手の行き届かない箇所の美化を行い、主体的な姿勢で教育環境を整備する。 

 ２ 主な活動状況・派遣先 

  赤い羽根共同募金活動、育成会主催コンサート（会場設営・片付け、演奏）、夏休みサマースクール、 

  福祉施設訪問「チームオレンジ」、公民館ボランティア、南区ふれあいフェア、小学校ＰＴＡふれあ

いまつり、本校ＰＴＡフェスタ、避難所運営訓練、各自治会祭礼、地域講師による浴衣着付講座 等 

  ＊地域からのボランティア派遣要請に随時対応 

【実施にあたってのプロセス等】 

 １ 学校運営協議会、地域の会合等で、「内谷中生徒ボランティア制度」を説明、派遣依頼を募集 

 ２ 窓口は教頭及び学校地域連携コーディネーターが行い、生徒会が募集・選考・名簿作成などを行

う。紙媒体及び二次元コードによる申込、ポスター及びモニター画面、昼の放送による広報。 

 ３ 学校運営協議会にて、生徒の派遣状況、成果・課題を共有する。 

 ４ 生徒のボランティア活動の様子を学校だより、各団体の広報に掲載、学校地域連携コーディネー

ターが対面で報告・広報している。 

 

●協働活動の効果、評価 

 本校の生徒ボランティア活動内容が地域にさらに周知され、派遣要請件数が増えた。 

 ・生徒ボランティア活動派遣先団体数 ２０団体（前年比２団体増） 

 ・生徒派遣人数 ３５３名（前年比６人減） 

 ・派遣要請、生徒募集、人選、生徒の派遣、ボランティア証明書発行まで円滑に行うことができている。

また、特別支援学級の生徒もボランティアとして地域の美化活動に参加することができた。 

●次年度以降に向けて 
  生徒ボランティア活動派遣要請団体や派遣人数の増加とともに、生徒の派遣事後処理までの事務作

業が生徒会担当となってきている。次年度以降、生徒ボランティア専門の組織作りを進め、担当の教職

員を配置し受付、人選、引率等の一本化を図りたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

これからの社会を主体的に生きる生徒の育成 内谷中生徒ボランティア制度 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

内谷中学校 ２１８ 

校長名 成長モデル 

ステージ 瀧山 聡美 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

村松厚（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

  本校のカリキュラム・ポリシー「探究心旺盛な『文武自考』の精神に満ち、勇気をもって社会に貢献

することができる生徒を育成する教育課程を実施する」に基づき、地域や近隣小中学校との交流に生徒

も参加し、社会に貢献する精神を育成するために、多様な地域連携事業を設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 ・生物部 「生き物体験」 （小学生対象。亀、ウサギ、ハムスター等とのふれあい体験） 

 ・陶芸部 「陶芸教室」 （小中学生対象。陶芸・ろくろ体験） 

 ・書道部 「書道教室」 （小学生対象。夏休みの課題制作、うちわ作成体験） 

 ・地学部 「星空観測会」 （小中学生対象。月食観測、レモン彗星観測、天体望遠鏡体験） 

 ・サッカー部 「エンジョイサッカー教室」 （小学校５，６年生対象。サッカー教室） 

 ・バトン部 「バトン教室」 （小学生対象。バトン体験、演技披露。） 

 ・卓球部 「卓球教室」 （小中学生対象。卓球体験） 

 ・イラスト部 テレビ埼玉「のびのびシティさいたま市」撮影協力 

 ・写真部 さいたま市議会だより「ロクマル」取材協力 

 ・書道部＆ハンドメイド部 「南区ふるさとふれあいフェア」参加 

 ・音楽部＆吹奏楽部 「辻地区ふれあいコンサート」参加 

                                            等 

【実施にあたってのプロセス等】 

  部活動の取組を中心に、地域のチャレンジスクールへの協力や、さいたま市、南区からの依頼に積極

的に協力し、活動の様子はホームページ等によって情報発信に努めた。 

  

●協働活動の効果、評価 

・近隣小中学校、辻地区、さいたま市や南区との連携事業を実施することができた。 

・地域連携事業に積極的に参加する生徒が多く、地域の小中学生からは憧れる存在として、また、住民の

皆さんからは頼られる存在として、本校の生徒の良さ評価していただいている。 

 

●次年度以降に向けて 

・今後も引き続き、地域連携事業に取り組んでいく。 

・これまでの活動を継続しながら、新しい取組にも積極的に参加させ、生徒の成長にもつなげていきた

い。 

 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

地域連携事業の充実 部活動を中心とした多様な地域交流 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 
学校名 学校番号 

浦和南高等学校 ４０２ 

校長名 成長モデル 

ステージ 相坂 賢将 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

矢崎 孝典（教頭） 
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●テーマと設定理由 
昨年度後半より、目指す学校の姿について、『喜んで登校、満足して下校』というキャッチフレーズを掲げ、

学校、家庭、地域が連携しながら、この実現に向けて取り組んでいる。学校運営協議会において、「本キャッ

チフレーズが非常に分かりやすく、ここで示されている学校の姿の実現にむけて学校、家庭、地域が具体的に

できることを協議していくべきだ」という意見が出されたため、令和７年度のテーマとして設定した。 

 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 ・第１回学校運営協議会において、子どもたちが「喜んで登校、満足して下校」できる学校づくりのために

何ができるかを熟議した結果、「子どもたちが魅力を感じる教育活動」の充実に向けて、地域、学校、家

庭、児童ができることを考えていきたいという意見がまとまり、本テーマを設定した。 

 ・「子どもたちが魅力を感じる教育活動」として、それぞれの立場でできることを検討した内容が以下のと

おりである。 

   学校：「子どもたちを主語にした授業」、学校における体験活動を充実させる。 

   児童：縦わり班活動や児童会集会活動を充実させる。あいさつが溢れる学校になるように「あいさつ 

キャンペーン」を実施する。 

   家庭：保護者の立場で、学校の教育活動に積極的にかかわりをもつ。 

      （ミシンサポーター、町探検手伝い、自転車免許講習手伝い など） 

   地域：学校の教育活動に関して、地域からの積極的なサポートを行う。 

      （「畑の先生」による植栽活動の手伝い、「みむろ文庫」による読み聞かせ、みむろっ子サポータ

ーズクラブによる昔遊びの学習の手伝い など） 

【実施にあたってのプロセス等】 

 ・SSN 協議会において、学校地域連携コーディネーターより本活動についての説明を行い、具体的にできる

ことを話し合う。 

 ・子どもたちが自分たちにできることを話し合い、実行した取組について、第２回学校運営協議会で報告を

行う。 

 

●協働活動の効果、評価 

・地域・家庭の協力を得ながら、様々な体験活動を中心に、子どもたちが魅力を感じる教育活動を展開するこ

とができた。 

・「畑の先生」を招いての植栽活動は、地域の方との自然なコミュニケーションを通して、子どもたちに生き

る力をはぐくむことにもつながった。地域の方々からも、こうした活動は子どもたちにとって非常に価値の

あるものだとの評価を受けた。 

 

●次年度以降に向けて 
・本年度は畑での植栽活動が中心となったが、クラブ活動で地域の方と一緒に活動を楽しんだり、教科の学習

において専門的な知識をもつ方に話を聴いたりするなど、関わりを増やすことができないかを検討していく。

また、「地域とともにある学校づくり」から「学校を核とした地域づくり」へステージを進めていきたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「喜んで登校、満足して下校」できる学校づくりを目指して 地域の方を講師とした学校ファームにおける植栽活動 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

 

 

 

 

【児童が参加した学校運営協議会】 【「畑の先生」を招いての植栽活動】 

学校名 学校番号 

三室小学校 ００７ 

校長名 成長モデル 

ステージ 三島 公夫 

問い合わせ担当者（役職） 

４ 
斎藤 麻衣子（教頭） 
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●テーマと設定理由 
本校は落ち着いた地域環境の中、学校教育目標「心豊かで たくましい 尾間木っ子の育成」の達成に向

け、学力向上等の６つを重点に挙げている。その中でも、「時・場・礼」に関することを徹底し、特にあいさ

つを励行し、豊かにコミュニケーションをとることができる環境を整え、学ぶ意欲を高めていくことをねら

いとしてテーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・本校の児童委員会が、毎朝校門であいさつを行う活動をしているが、隣接する中学校（尾間木中学校）か

らも生徒代表が来てあいさつを行う「心のあいさつ運動」を実施することにした。学期中１～２度、それ

ぞれ３日ずつ行うようにした。 

・毎朝、学区内の交通量の多い交差点に防犯ボランティアさんが立ち、交通誘導を行っている。その際、児

童にも積極的に挨拶していただいている。 

・５０年以上続いている本校の伝統、保護者、教員、児童による共同清掃の場である「PTC 作業」を設定し

ている。２学期、３学期に 1 回ずつ実施することにした。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・それぞれの活動を年度当初の教育活動計画に位置付け、分掌主任が主となって推進していくこととした。 

・学校運営協議会やスクールサポートネットワーク会議の場で取組の状況を伝え、地域の協力を得られるよ

う要請していくこととした。 

・学校運営協議会で、児童会の代表が活動報告をしてあいさつ運動について意見交換をしていくこととした。 

 

●協働活動の効果、評価 
・本校の児童委員会が毎朝校門であいさつ活動をしたり、尾間木中学校生徒代表と「心のあいさつ運動」を

実施したりして、学校運営協議会や SSN 会議等で児童のあいさつが積極的になってきているとの評価を得

ることができた。 

 ・毎朝防犯ボランティアさんによる見守り活動のおかげで、年間を通して事故はなかった。また、不審者情

報等については、学校安心メールを通してすぐに情報共有することができた。 

・日頃お世話になっている各ボランティアさんたちをお招きし、感謝の会を開催し、感謝の気持ちを伝える

ことができた。 

 ・保護者、教員、児童による共同清掃「PTC 作業」や学校運営協議会、SSN 会議、学校公開日を計画的に実

施したことにより、令和７年度学校評価アンケート（保護者対象）「学校は家庭地域社会と連携した教育

を進めている」の項目で、肯定的な評価が９９．７％であった。 

 
●次年度以降に向けて 

・日頃お世話になっている各ボランティアさんの顔と名前を、児童に覚えてもらうための手立てを考え、実

行する。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「時を守り、場を清め、礼を尽くす」 

凡事徹底による学校づくり 
あいさつ運動及び校内美化の推進 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

 

 

 

 

 

 
尾間木中との「心のあいさつ運動」    保護者と一緒に「TPC 作業」 

学校名 学校番号 

尾間木小学校 ００８ 

校長名 成長モデル 

ステージ 丹後 雅博 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

福光 鉄朗（教頭） 
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●テーマと設定理由 
・以前は活発に行われていた学校行事も近年は減少傾向にあり、校内において子どもたちと地域の方々がお互

いの顔が見られる交流の場が少なくなっていた。その結果、防犯ボランティアは毎朝、青少年育成原山地区

会はイベントを通して児童の健全な育成に寄与してくださっている一方、児童には顔や名前が十分に浸透し

ていない様子が見られた。そこで、学校、家庭、地域が一体となって取り組む行事を設定し、行事の中で協

働作業の場を設けることで、お互いの顔が見える交流にしたいと考え、テーマを「子どもたちと地域の方々

との、お互いの顔が見える交流」とした。 

 

●協働活動の概要 
【七夕まつりの取り組みについて】 

・今年度の七夕まつりでは、土曜授業公開日に実施した。「竹に短冊をつける」などの活動は縦割りで児童同

士が行い、体育館での七夕レクは、地域の方々や保護者の方々のご協力のもと行うこととした。七夕レクの

内容は、「豆運び」「射的」「輪投げ」「スリッパ飛ばし」であった。 

・七夕に関わるイベントは同時期に原山中学校でも実施している。季節の行事を小学校と中学校の両方で取り

組むことで、地域ぐるみのイベントとして認知度を上げ、地域の方々の参加率を高めるようにした。 

・原山お囃子会は伝統的芸能で、本校の卒業生が代表者とし地域に根付いて活動している団体である。団体は

演奏することでより地域に活動を知ってもらえる。主催者には縁日を行う上でのよい雰囲気づくりに繋がる。 

・「原山七夕まつり」への協賛団体 

主催：原山小学校学校運営協議会 

協賛：原小おうえん隊 青少年育成原山地区会 SSN 協議会 交通安全協会 

協力：原山お囃子会 

【七夕まつり実施までのプロセス等】 

・５月の第１回学校運営協議会で「原山七夕まつり」実施に向けての協議を行った。 

・６月に学校や地域にポスターを配付・掲示した。 

・当日までに各学級で児童が短冊に願いごとを書いた。 

 

●協働活動の効果、評価 

・地域の方々や保護者の協力を「七夕レク」に絞ったことで、手厚く支援や見守りができた。支援者 

も気持ちに余裕があり、子どもたちの活動を笑顔で見守ってくださる様子が見られた。 

・縦割りグループの活動としたことで、上の学年の児童が下の学年の児童をよく支援している姿を

地域の方々や保護者の方々に見てもらうことができた。 

・土曜授業公開日にあてたことで、保護者の方々にも、子どもたちの学校生活を支えている地域の

顔を知ってもらうことができた。 
 

●次年度以降に向けて 
・気温や天候の影響を受けやすいので、実施に有無や実施の仕方を検討する。 

・来年度はこの時期の土曜授業公開が無くなるため、実施に有無や実施の仕方を検討する。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

子どもたちと地域の方々との、お互いの顔が見える交流 七夕まつり 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面  多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

原山小学校 ０１８ 

校長名 成長モデル 

ステージ 財部 幸樹 

問い合わせ担当者（役職） 
２ 

村瀬 太一朗（教頭） 
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●テーマと設定理由 

子どもたちが自分たちの暮らす「大門」地域に関心を持ち、誇りを感じながら、将来は地域社会の一員

として主体的に貢献できるよう、その基盤づくりを目指す。学校運営協議会では「つながりを力に変え

て、未来を拓く人の育成」をテーマに熟議を重ねた。さらに、育成を目指す児童像として「地域と共に

未来を見つめる児童」を設定した。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

「日光御成道チャレンジ競歩」は、本校の６年生が大門宿・大門小から岩槻宿、岩槻城址公園までの約

三里（約１３．５km）の道のりを仲間と励まし合いながら歩き切る行事です。体力の向上と、最後まで

やり抜く強い心を育てることを目指しています。さらに、郷土の歴史に触れることで、自分たちが暮ら

す大門への誇りと愛着を深める願いも込められています。  

学 校：総合的な学習の時間では、大門宿や日光御成道の歴史、強歩の目的や歩き方、地域の方々の

思いについて事前に学んだ。さらに特別活動では、保護者や地域の方々と一緒に道中をより

楽しくする工夫を話し合い、準備を進めた。  

保護者：保護者や PTA 役員の皆さまには、児童への同行、ゴール地点の設営、昼食の準備など多方面

でご支援をいただいた。  

地 域：青少年育成大門地区会、民生委員、のびのび教室スタッフ、交通安全協会、スポーツ推進委

員、大学生や中学生などの皆様には、児童への同行、危険箇所での立哨、休憩地点での補給、

児童の安全確保などを分担し、行事の円滑な運営に尽力いただいた。  

【実施にあたってのプロセス等】 

６月：学校運営協議会で実施計画を提案し、承認を得た。  

７月：関係団体との打ち合わせを行い、そこで出された意見を踏まえ、１０月初旬のＳＳＮで詳細を

協議した。  

９月：スタッフ募集を開始した。コースの下見を行った。  

10 月：スタッフ全体説明会を実施した。  

11 月：８日（土）第８回日光御成道チャレンジ強歩を開催した。  

12 月：実施後に関係団体や保護者から寄せられた感想・意見を整理し、第２回学校運営協議会と三

者反省会（学校・育成会・PTA）で共有した。  

●協働活動の効果、評価 

長い距離を歩ききる経験を通して、児童が困難に向き合い、粘り強く取り組む姿勢が育まれた。沿道で

の応援や休憩所でのもてなしなど、保護者や地域の方々の温かな関わりは、児童の挑戦を後押しし、郷土

愛の醸成にもつながった。振り返りでは「地域の人の支えがうれしかった」などの感想が多く見られた。

関係者からも「子どもたちが仲間を思いやりながら、ゴールまでがんばる姿を近くで見守ることができ

て、彼らの成長を感じることができた。」との声が寄せられた。 

●次年度以降に向けて 

持続可能な行事となるよう、運営面の見直しを進める。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

つながりを力にかえて、未来を拓く人の育成 日光御成道チャレンジ強歩 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

大門小学校 ０２１ 

校長名 成長モデル 

ステージ 宮本 江津子 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

学校地域連携コーディネーター・岡 志寿子 
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●テーマと設定理由 

・学校運営協議会の各運営委員のそれぞれの組織力を活用した幅広い取組を推進し、挨拶の活性化、交通

安全、防犯体制の確立につなげることで、学校・家庭・地域が一体となった健全な子どもを育成する。 

・生涯の学びの拠点として連携と協働し、「地域の子どもは地域で育てる」ことで安心安全な野田の地域

をつくるために設定した。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・児童会による啓発活動、交通安全あいさつ運動。 

・ＰＴＡによる家庭への啓発と協働。 

・近隣店舗や事業所等への協力依頼。 

・交通安全標語の募集、交通安全キャラクターの募集。 

・児童自身による交通安全活動への取組。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・方向性の提案、児童会と共有 （５月） 

・学校運営協議会にて提案、共有（６月） 

・校内安全点検 （毎月）危険箇所の対応（随時） 

・交通安全運動 （９月）浦和学院高校と協働 

・学校だより、校長講話での周知（10月） 

・野田小交通安全標語、キャラクター募集 

・標語決定、ポスター作成（11 月） 

・各事業所等へのポスター掲示協力依頼 

・交通安全運動 （12 月）美園中とも協働予定 

・児童からの意見を集約した取組の計画 

●協働活動の効果、評価 

・標語の選定 学校運営協議会での決定 

・配布予定先（敬称略）本校校内掲示板、浦和大学、浦和学院高等学校、美園中学校、しらさぎ幼稚

園、学区内自治会、学区内通学路関係事業所、その他関係教育機関 等 

●次年度以降に向けて 

それぞれが連携・協働を推進し、スクールサポートネットワークの立場で、テーマの実現に向けた活動

を実践していく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

よりよい野田の地域をつくるために 野田小学校の児童の安全確保について 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

野田小学校 ０２２ 

校長名 成長モデル 

ステージ 中込 光統 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

岩瀬まり子（教頭） 

高校生とともに行った交通安全ティッシュ配り活動 

交通安全キャラクターと標語ポスター 
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●テーマと設定理由 
子どもたちには将来、人との繋がりを懐かしんでくれるような「ふるさと意識を持った子どもを育てたい」

という願いと、校訓である「明るく、なかよく、たくましく」は「あいさつ、返事、感謝の気持ちがしっか

り言える子」を目的としていることから、目指す児童像として設定した。 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・学校行事や児童の安全には多くの地域住民の方の協力を得ているが、一方で「知らない人とは話さない」「知

らない人には近づかない」といった教えもあることから、大人が挨拶したり声を掛けたりしても反応に戸惑

う児童もいる。 

・これを解消するため、多くの人の顔を知り覚えてもらおうと、協力者には目立つように防犯ベストや腕章等

の着用を呼び掛けている。また学校からの呼び掛けもあり、協力各団体は子どもたちが参加できる行事も開

催してくれ、多くの児童が参加している。 

・11 月 1 日（土）の午前中は地区育成会主催の「三世代ふれあい広場」、29 日（土）は、土曜授業終了後の午  

後に PTA 主催で「さいどっ子まつり」がそれぞれ開催され、校舎・校庭・体育館を開放した。どちらの行事

も遊びを通じて、子どもと大人の双方がふれあいを楽しむことができた。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・学校運営協議会や育成会との話合いで、例年と開催時期を変更し、厳冬期を避けることとした。 

・児童数増加により実施場所や方法の変更の必要があったが、PTA は早期から対応を進めていたことから、事

前準備から撤収作業まで順調であった。 

・「さいどっ子まつり」は、父親主役の「おやじの会」の活躍の場でもあるが、今年度は主力となっていた方た

ちが、我が子の卒業や転校等によりほぼ抜けてしまった。そのためやり方不慣れな者が多く、早くから協力

の呼び掛けもしていたが直前まで反応が弱く、不安が大きかった。しかし、前日および当日には、OB の方含

め多くの参加協力が得られた。子どもたちの喜ぶ様子を見ていただくことで、参加して下さった父親たちに

もやりがいを感じてもらうことができた。 

・近隣中学校２校にボランティア派遣依頼していたところ、卒業生中心に両日合計で百人以上の中学生ボラン

ティアに参加してもらえた。 

・これらの行事と併せ、12 月 12 日の登校時間帯には「学校・保護者・地域住民」が一体となった「三者合同

あいさつ運動」を実施したところ、今季一番の寒さとなったにも関わらず多くの参加者が集まり、児童もい

つも以上に元気な挨拶をし、効果として現れていることを実感した。 

●協働活動の効果、評価 
・自分から挨拶ができる、あるいは返せる児童が確実に増えてきていることを実感している。 

・来校者に対しては、皆元気に「こんにちは」と挨拶している。 

・周辺各自治会の子ども向け行事には本校児童も保護者共々数多く参加し、触れ合いを楽しんだ。 

●次年度以降に向けて 
・以前から高学年になるにつれ挨拶をしなくなったり、声が小さくなったりする子が多くなるので、これを解

消していきたい。 

・挨拶を返す児童は増えたが、自分からする児童は決まっており進んで挨拶ができる児童を増やしたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「自ら進んで、あいさつができる子どもの育成」 「三世代ふれあい広場」「さいどっ子まつり」の開催 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面  多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

道祖土小学校 ０３０ 

校長名 成長モデル 

ステージ 荒木 大輔 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

 赤木 伸年（教頭） 
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●テーマと設定理由 

  コロナ禍以前は強い絆で結びついていた学校と地域の結びつきが、コロナ終息後でもなかなか戻っていな

い現状が報告されている。地域の子ども会や地元自治会の行事も減少している。その中で、学校運営協議会

での熟議において、「学校（児童）と地域交流（関わり方）の在り方」というテーマを設定し、まずは「挨拶

と声掛け」の実践を進めることで、テーマに迫ることになった。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 学校と地域の交流を活性化するために、特に「挨拶の声掛け」を活性化するにはもっとお互いが「顔見知り」

になる必要がある。学校運営協議会で発表された 6 年生児童の作文でも「地域の方々ともっと交流を深めた

い。」という意見が発表された。児童の願いや学校運営協議会の熟議を具現化するために、地域から昔遊びの

伝承者を求め、児童がその地域の方々から昔遊びを伝承していただくことを通して交流が深められる「なかお

っ子昔遊び広場」の活動を創出した。 

 地域から昔遊びを伝承していただける方を募集し、「なかお あそびのサポーター」として参集していただい

た。その皆さんを昔遊びの伝承者として、「なかおっ子昔遊び広場」（令和 6 年度 年間 11 回）活動を始めた。 

 木曜日のロングの昼休み（３０分）を活用し、７種の昔遊びを紹介していただき、児童もその昔遊びに興じ

ながら「なかお あそびのサポーター」の方々と交流を深めた。1 年生の生活科、2 年生の国語科の授業、PTA

のふれあいフェスティバルでも昔遊びを通して、地域の方々と交流を深めた。（年間 12 回＋3 回） 

【実施にあたってのプロセス等】 

 ・令和 7 年度の「なかおっ子昔遊び広場」年間 12 回の活動計画作成（木曜日ロングの昼休み 各学年 2 回 ） 

 ・令和 7 年度当初の職員会議で活動計画の承認 （各回の６年生ボランティアの応援を含む）2 年目の活動 

 ・４月上旬「なかお あそびのサポーター」の地域回覧で募集（令和５年度末１０名→令和７年度１５名に） 

 ・４月中旬「なかお あそびのサポーター」ミーティング  令和７年度に紹介する昔遊びの決定等 

 ・５月 昔遊びの道具等の購入（校内各分掌予算から、PTA からの協力） 

 ・５月８日（木）第１回「なかおっ子昔遊び広場」（３年生の参加）スタート 

 ・１１月 1 日（土）PTA フェスティバル、1 月 28 日（水）1 年生 生活科、2 月 2 日（月）2 年生 国語 

 ・３月５日（木）第 12 回「なかおっ子昔遊び広場」（3，4 年生参加）令和 7 年度の活動の振り返り予定 

 

●協働活動の効果、評価 

 「なかお あそびのサポーター」の方々と全学年の児童が昔遊びを通して交流を深めることができた。サポ

ーターの皆さんからは、児童の笑顔や歓声から元気やパワーをもらったというお声や地域でも挨拶を受けるこ

とが増えたというお声もいただいている。児童の中には、日常より生き生きした姿を見せた子もいた。 

 

●次年度以降に向けて 

 中尾地区の街中に顔見知りを増やし、活発な挨拶が飛び交う目標に向け、地域からさらに「なかお あそび

のサポーター」に加わっていただく方を求めていきたい。現役の保護者の方々にも広く周知し、昔遊びの伝承

者としてより多くの方の参集を得られるようにし、年間 12 回の開催を 18 回に増やし、児童と保護者と地域の

方々の交流がより深められるようにもしていきたい。 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

学校（児童）と地域交流（関わり方）の在り方 「なかおっ子昔遊び広場」 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

 

学校名 学校番号 

中尾小学校 ０３６ 

校長名 成長モデル 

ステージ 石田 成夫 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

古森 博明（学校地域コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

「児童が地域との関わりを深める」「地域で児童が参加や参画する場をつくる」ことをめざし地域学校協働

活動を推進していくこととし、学校運営協議会での熟議において、「生き生きした活力のある子を育てるため

に地域社会ができること」というテーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・令和６年度より、児童参加型の学校運営協議会を実施している。当日は １２名の児童が４つのグループに

分かれ、各グループで２～３名の協議会委員と意見交換を行った。協議会で出された児童の意見は、１２月

に開催されたスクールサポートネットワーク協議会で各自治会・団体に共有し、「児童が地域の人との関わ

りを深める」「地域で児童が参加・参画できる場をつくる」活動につなげた。 

・令和６年度第１回スクールサポートネットワーク協議会では、各自治会等の関係団体が実施している地域行

事について情報提供を依頼し、その内容を集約し、学校だよりで地域の行事を紹介する記事を掲載した。第

２回では、行事の実施状況を共有するとともに、児童の参加の状況や追加された行事についても把握した。 

・令和７年度は、令和６年度の学校運営協議会の協議内容を踏まえ、児童が地域行事に参加・参画しやすくな

るよう、学校だよりだけでなく、児童が日常的に目にする昇降口の掲示板にも行事情報を掲示した。さらに、

「親子でボール等を使って遊べる場が欲しい」という意見を受け、校庭等開放委員会の協力により、１０月

から毎月第１土曜日の午前（９時～１２時）に、大牧小学校の校庭等の運動場を少年団等以外の小学生に開

放している。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・学校運営協議会の実施に先立ち、「住んでいる地域の良いところや改善したいところ」「地域行事への参加」

「地域で自分ができること」などについて、児童自身が考えを整理し、主体的に伝えられるよう打ち合わせ

を行った。 

・学校地域連携コーディネーターは、「コミスクだより」を発行し、協働活動の内容を紹介することで、取り

組みの周知を図った。 

 

●協働活動の効果、評価 

・学校評価において、児童が地域や学校に対する愛着や誇りをもてるよう計画的に取り組むことについての設

問の肯定的な回答が、保護者は９７％、教職員が８６％、児童が７５％だった。 

・学校運営協議会で、学校だより等の学校からの情報をもとに、お祭りに参加したり、地域の行事に関心をも

ったりしている様子が窺えた。地域では、学校行事や下校時の見守り、季節のイベントなどを通じて子ども・

高齢者・地域スタッフの交流が広がる一方、通学路の安全確保やごみ置き場不足などの課題も見られる。全

体として、地域のつながりは活発で、行事の継続や環境整備に向けた工夫が進んでいる。 

 

●次年度以降に向けて 

・児童が地域行事へ「参加」から「参画」するために、ＳＳＮと連携していく。 

・児童が地域に関われる機会をさらに広げるため、地域行事や安全活動の情報を学校内で継続的に伝えていく。 

・児童が学校で学んだことを地域社会で生かす機会を創出していく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

生き生きした活力のある子を育てるために 

学校と地域社会ができること 
児童の願いや思いを生かす活動 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

大牧小学校 ０３８ 

校長名 成長モデル 

ステージ 馬場 広美 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

若林 克彦（教頭） 
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●テーマと設定理由 

・開校以来、継承されている学校教育目標である。本校は、物事に素直に取り組む児童が多い。一方、地域の

文化等に対する興味・関心が薄れている現状がある。このため、学校運営協議会の熟議において、同じ目標

を共有した。より広い視野で地域における協働体制を構築するため本テーマとした。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・「学校ファーム」の取組は、「見沼田んぼ」をステージとして、学校・保護者・地域が一体となって野菜を育

てる体験的な学習である。学習を通して、子どもが「ふるさと見沼」を意識できることを意図している。 

・「学校ファーム」の取組における学校・保護者・地域の役割は以下のとおり設定した。 

学 校  １・２・４・５年の活動内容を年間活動計画に位置付ける。目標を明確にした学習を展開する。 

保護者  児童のボランティア活動を一緒に支援する。収穫物を食材にするなどして活用する。 

地 域  学校ファームアドバイザー（14 人）がボランティアとして活動を支援する。 

・収穫した野菜は、児童が持ち帰る、給食の食材として提供する、学校ファームアドバイザーを招いた試食会

に食材として提供する、学校公開日・地域の祭りで販売するなどしている。 

・「三室ふれあい祭り」では、ボランティア児童と教職員が野菜を販売している。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・４月当初、「学校ファームアドバイザー会議」を開催している。年間計画に基づき、活動 

の見通しがもてるように日程等打合せを行っている。                

・朝採れ大根を実際に収穫したいという児童・保護者の声に応えるために事前準備を綿密 

 に行っている。学校ファームアドバイザーと学校地域連携コーディネーターが緊密に連 

 絡調整を行い、児童の活動への期待や達成感を高めるようにしている。 
                        早朝に大根を収穫 

 

●協働活動の効果、評価 

・児童は、アドバイザーの方々にお礼の手紙を書いている。焼き芋を兄弟で食 

 べたり、サツマイモパーティーをしたりするなど収穫の喜びを家族で味わっ 

 ている。収穫から一週間保存すると甘みが増すという知恵を聞き、家庭で取 

り組み実感した児童もいた。 

・３年生が総合的な学習の時間にアドバイザーの畑を訪問した。２年時の体験 

活動を基に、畑作の工夫などの質問をして学習を深めていた。 

・アドバイザーを招いた給食試食会を開催した。４年生が収穫した大根を献立    アドバイザーから学ぶ 

 に取り入れ、児童と一緒に味わっていただいた。ファームの活動に期待する声などを聞き交流していた。              

・５年生は、アドバイザーの支援を受け、祭りで販売する野菜の重さや品質を整えるなど丁寧に袋詰めを行っ

ていた。また、地域の祭りを盛り上げようと考え「野菜のポップ広告」を進んで作成していた。                              

 

●次年度以降に向けて 

・児童、担任、学校ファームアドバイザーの声を踏まえて、年間計画の改善を行う。 

・CS と SSN の一体的推進に向け、協働活動の内容と質の高まりを検討する。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

明るくさわやかな子の育成 学校ファームで野菜を育てよう 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

芝原小学校 ０４０ 

校長名 成長モデル 

ステージ 砂庭 幸子 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

永井利昭（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

地域産業である農業について、米作りやヨーロッパ野菜の生産を体験することにより、地域の一員であるこ

との自覚を醸成する。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 米作り・・・・・・・SSN 委員であるコメ生産者の小泉さんの協力により、

田んぼをお借りして、５年生児童による田植え体

験から稲刈り体験を行い、小泉さんを招待して出

来上がった米を使用して調理実習を行い、会食を

実施した。 

 ヨーロッパ野菜・・・野菜生産者の森田さんの指導のもと学校農園を利用

して、２年生児童が苗植え、水やり、収穫を体験し

た。さらに収穫した野菜を給食に使用することで

食育に寄与した。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

 米作り・・・・・・・４月日程調整、５月田植え実施、９月稲刈り実施、９月調理実習及び試食 

 ヨーロッパ野菜・・・野菜の種類「カリーノケール」「カーボロネロ」「カリフローレ」「紫カリフローレ」 

           ９月森田さん指導による種まき、９月水遣り等児童による世話の実施、１１月成長し

た野菜の収穫 

 

●協働活動の効果、評価 

 ５年生・・・・・・・田植え・稲刈りの農作業を実体験することで、

農作業の理解や食への関心を深めることができ

た。 

 ２年生・・・・・・・ヨーロッパ野菜の栽培を通して、多くの野菜

があることを知ることができた。また、地元

の農家、種苗会社、保護者の方と一緒に活動

することで、地元をより理解することがで

きた。 

 

●次年度以降に向けて 

・保護者や地域の方を活かした教育活動はほかにもたくさん実施しているので、それらを整理してより目的

的・計画的な活動としてカリキュラムマネジメントに組み入れて、子どもたちの資質・能力を育んでいく。 

・子どもたちのより一層の理解促進のために、活動後に質問時間を設定する。地元ならではの工夫した作業

や天候不順での対応等の質問項目を予め準備させておく。 

・苗植えや田植えから収穫までの、農作物の成長の記録を作成させる。 

                             

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

地域貢献できる子どもの育成のために 

具体的に何ができるか 
地域生産者の指導による農業体験 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

  
学校名 学校番号 

美園小学校 １０３ 

校長名 成長モデル 

ステージ 河野 秀樹 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

小幡道宏（学校地域連携コーディネーター） 

137



 

●テーマと設定理由 
 第１回学校運営協議会での熟議において、AI の急速な普及や IT による社会の変化の中を生きていく子ども 

たちに必要なことは、自ら考え行動できる力を身につけることであるということから、「自ら考え行動できる、 

自立・自律した個の確立」をテーマに設定した。 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 参加児童：４年生 ２５３名 

 ４年生の総合学習では、毎年バリアフリー教室を実施している。地域の公共施設である国際興業バス、埼玉

スタジアム、浦和美園駅で、肢体不自由、視覚障害、高齢者、聴覚障害などの人たちが、電車やバスを利用す

る疑似体験をした。この活動は、思いやりの気持ちをもつことの大切さや、自分にできることを考える機会に

なった。実際の駅やバスでのバリアフリーの取組みや駅員さんや運転手さんの対応について知り、これらの仕

事や施設に対する理解も深まった。 

（地域）埼玉運輸支局、さいたま市都市局、福祉局、埼玉県バス協会、緑区社会福祉協議会、美園地区社会福 

祉協議会が車いす、白杖・アイマスク、高齢者疑似体験セット、視野狭窄ゴーグル、イヤーマフなど 

を準備し、当日わかりやすいように説明書を作成。当日も体験活動のサポートをした。 

（学校）授業でバリアフリーについての事前学習及び体験当日のグループ分けをした。体験学習のタイムスケ 

ジュールや体験の進め方について検討。学習後のアンケートを集計し埼玉運輸支局に送付した。 

（家庭）家庭においては、児童の体験活動の様子や気づきについて聞き、共有したり考えを深めたりした。 

【実施にあたってのプロセス等】 

 ４月 ４年担任より、学校地域連携 CO.にバリアフリー教室開催の要望➡SR 浦和美園駅に依頼 

    埼玉運輸支局、交通政策局、生活福祉部が来校し、バスを使用したバリアフリー教室の提案あり。 

    ➡４年生担任と管理職、学校地域連携コーディネーターで協議、鉄道とバスでのバリアフリー教室実 

施を決定。バスをとめて体験活動ができる場所の提供を埼玉スタジアムに依頼。 

 ５月 体験教室の実施に向け、学校と関係各所で具体的な内容や実施方法等について協議を重ねる。 

 ６月 ２５日、２６日 SR 浦和美園駅及び国際興業バス２台（埼玉スタジアム）でバリアフリー教室開催。 

 ７月 児童のアンケートを集計（担任）し、運輸支局へ送付。運輸支局から関係各所へ共有。 

１０月 SSN だよりにバリアフリー教室について掲載➡関係各所には、礼状と共に送付（学校地域連携 CO.） 

●協働活動の効果、評価 
 地域の大変多くの皆様に御協力いただき、大勢の大人と接することができたことは子どもたちにとって大変

有意義で、たくさんの感謝の言葉がアンケートに書かれていた。自分たちは多くの大人に支えられていること

を実感でき、「今度は自分たちが誰かを支えられるようになりたい」という感想も多く、一人ひとりがいろい

ろなことを体験しながら深く考えている様子が見られた。体験授業は直接子どもたちと触れ合う機会になり、

対応してくださった皆様にも喜んでいただけた。子どもたちにとって機会が少ないバスに乗る体験自体も社会

勉強になった。官民一体となった今回の取組みは、今後の教育活動の新たな可能性を感じるものとなった。 

この学習は、様々な教科等と関連づけることができ、教科横断的に展開することができている。 

●次年度以降に向けて 
 今後も地域の多くの方々から直接学ぶ体験学習を継続し、地域や社会への理解と愛着を育み、「自分で考え

行動できる力」を地域でさらに発揮できる機会を設けられるよう、保護者や地域の方々と共に検討し計画して

いきたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

自ら考え行動できる、自立・自律した個の確立 4 年生 バリアフリー教室 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

  学校名 学校番号 

美園北小学校 １０４ 

校長名 成長モデル 

ステージ 荒井 宏之 

問い合わせ担当者（役職） 

３ 保坂 知栄子             

（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

本校は、学校経営方針として「家庭・地域と一体となった学校」を掲げ、地域に貢献できる生徒の育成

を重視している。地域から温かく見守られ、支えられてきた学校として、学校での学びを地域へ還元する

ことが重要と考えた。 

また、生徒の多くが大きな災害を直接体験していない現状を踏まえ、防災を「自分事」として捉え、地

域の一員として主体的に行動できる力を育成するため、本テーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

 地域と連携し、防災をテーマとした体験的な学習を通して、生徒が地域の課題に主体的に関わり、地域

に貢献する意識と実践力を育成する。 

 １ 地域住民との共助訓練 

  地域の特性を踏まえ、地域住民と生徒が連携した共助訓練を行う。居住地周辺の地形や避難経路、避

難場所を実際に確認するとともに、家庭での防災対策について意見や情報を交換し、防災を自分事とし

て捉える意識を高めている。 

 ２ 避難所設営訓練への参加 

  本校が災害時の避難所となることを踏まえ、地域住民や行政担当者と連携し、避難所設営訓練に参

加する。学校施設の活用方法や災害時の行動について具体的に考えるとともに、地域を支える一員とし

ての自覚を育てている。 

【実施にあたってのプロセス等】 

  事前学習では、生徒が地域の高低差や道路の交通量等、地域の情報を収集し、災害時に地域の危険箇

所を検討する。 

 

●協働活動の効果、評価 

 地域住民との合同訓練や避難所設営訓練への参加をとおして、防災意識を高めることができた。また、

多様な立場の人と協同する経験はコミュニケーション力や主体性の向上にもつながっている。 

 【生徒からの感想】 

  ・自分の住む地域の特性や課題を具体的に理解し、自分事として防災を捉えることができた。 

  ・自分が事前に検証した地域の災害時に危険な箇所を伝え、感謝の言葉をいただきうれしかった。 

  ・防災への取組を地域と共有し、地域の一員であるという意識をもてた。 

 

●次年度以降に向けて 

生徒が地域住民とともに活動する中で、防災を自分事として捉える姿勢や地域の一員としての自覚が

育っていることは大きな成果である。次年度も今年度の実践を基盤として、継続的に取り組んでいく。 

また、事前・事後学習の充実を図り、学びの質を高めるとともに、地域との連絡体制を維持させながら

生徒主体の持続可能な防災教育の推進に努めていく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

地域と学校が連携してできること 地域と連携した防災教育 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 
学校名 学校番号 

原山中学校 ２０４ 

校長名 成長モデル 

ステージ 遠藤 敏恵 

問い合わせ担当者（役職） 
２ 

石川 堅一朗 
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●テーマと設定理由 

・令和３年度学校運営協議会で決定した、コミュニティ・スクールとして目指す生徒像「地域を大切にし 地域と共に成

長し 地域に貢献できる生徒を育てる『子どもたちを一流の地域人に』」を踏まえ、「地域と共に東中生ができること」

をテーマに熟議を重ね、「ボランティア活動参加に係る過程の明確化」「地域からのボランティア活動の募集」「生徒・

保護者、地域への積極的な広報」について骨子を定め、「地域貢献・交流活動の計画」を作成した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・生徒が地域団体や公的機関等が募集しているボランティア活動を知り、保護者と相談した上で自主的に参加すること

で、地域に貢献した達成感や自己有用感を味わうこと、多くの人々とかかわる体験を通じて感謝の気持ちを持つこと、

地域とのつながりを実感すること、働くことへの関心が高まること等、生徒のよりよい変容が期待できると考える。 

【実施にあたってのプロセス等】 

＜学校＞ 

・４月当初の職員会議で共通理解を図り、学年懇談会（全体保護者会）で本活動についてコーディネーターから保護者に

周知を行った。地域（自治会・育成会等）に書面で協力を呼びかけるとともに、ボランティア活動に関するパンフレッ

ト（本校オリジナル）・通知文・申請書等の書類を作成し生徒・保護者・地域団体に配布した。 

・各学年の廊下と各教室にボランティア活動インフォメーションコーナーを設置し、生徒から参加希望を募り、コーディ

ネーターが窓口となって地域等との連絡調整を行いながらボランティア活動を進めている。 

・ボランティア活動への関心を高めてもらうための啓発として、校長講話や学校だより・コミュニティ・スクールだより

等で随時取り上げた。 

・活動に参加した生徒の振り返りや感想を学校運営協議会で報告・配布し、地域等への周知を図った。 

・活動に参加した生徒から提出された活動報告書をもとに、学校運営協議会から活動証明書を授与している。 

＜生徒＞ 

・地域団体等が実施する活動に自主的に参加し、催しの運営補助、清掃等の様々な協働活動を体験している。 

・ボランティア活動に参加した生徒は実施後に振り返りを行い、活動報告書（学校作成のもの）を学校に提出している。 

・第２回学校運営協議会に生徒会三役の生徒が参加し、「地域と共に東中生ができること」をテーマにした熟議で、ボラ

ンティア活動について、協議会委員と情報提供や意見交換を行った。 

＜地域＞ 

・生徒に参加してほしい活動があれば応募用紙を学校に提出する。必要に応じて事前に学校と打ち合わせを行う。 

・生徒の活動にあたり、ボランティア活動保険に加入しているかについて学校へ伝える。 

・活動中の生徒への支援・称賛を行う。 

 

●協働活動の効果・評価 

・ボランティア活動参加生徒：のべ人数 134 人、実人数 94人、生徒が参加した団体・施設数 30。 

・生徒が提出した活動報告書には、「相手のためにどうすればいいのか、周りを見て気づくことがしっかりとできた」、

「ボランティアという機会に地域の方々と関わることができた」、「最初は自分の経験のためにやっていたが、段々と支

えてくださる人たちへの思いや恩から行動していた」などの振り返りが記載されている。 

・学校から発行する「コミュニティ・スクールだより」に生徒の振り返りの一部を掲載し、ボランティア活動の効果や意

義を地域の関係者や保護者と共有している。 

・学校運営協議会での生徒会役員生徒との熟議で、委員・生徒からの意見を踏まえてボランティア活動の実践に向けた協

議を深めることができた。 

●次年度以降に向けて 

・募集内容を生徒や保護者によりわかりやすくアナウンスする方法を考える 

・地域との連携により、地域における行事など情報共有を密にして、ボランティア活動を広げていく。 

・生徒の発意や思いを生かした活動や生徒から地域へ発信する取り組みについて実践していく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

子どもたちを一流の地域人に 生徒の地域貢献・交流ボランティア活動 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 

 

〇 

 

自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 
ボランティア活動インフォメーションコーナー  

（各教室階廊下に設置） 

学校名 学校番号 

東浦和中学校 ２０６ 

校長名 成長モデル 

ステージ 石﨑 敬吾 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

小島文男（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 
・本校のマスコットキャラクター【サギポワ】のブランドコンセプトが【安全・安心・ハッピー】であり、こ

れは、生徒には広く浸透している。生徒にもわかりやすく、かつ、美園地区の Well-being のための取組を

していくため。 

 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 

①全校生徒を対象とした防スポの実施 

 ６月９日（月）に生徒会が主体となり、【生徒の防災意識を高める朝礼】と【防スポ】を行った。 

 【生徒の防災意識を高める朝礼】では、非常時に取るべき行動について説明したり、防スポの内容について 

周知したりした。 

【防スポ】では、キャタピラレースと〇×クイズを実施した。 

 

②避難所運営訓練での防スポの実施 

 第１回学校運営協議会において①の報告を行い、各委員から改善案等をもらった。 

 委員からのアドバイスを受け、再度生徒会が練り直し、生徒と避難所開設訓練担当者との打ち合わせを実施 

した。 

 避難所運営訓練では、美園中生だけでなく、地域の小学生や自治会に声をかけ、総勢４０名程度が参加し防 

スポを実施した。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・前年度の学校運営協議会において、生徒が【防スポ】の実施をとおして地域の防災意識の醸成を図ること 

に対して提案した。 

 ・生徒会と教員、生徒会と学校運営協議会委員、生徒会と避難所担当職員というように、生徒は学校の先生

以外の大人とその都度協議を行い主体性を高めた。 

 

●協働活動の効果、評価 
 ・生徒会役員を中心に、防スポの実施から始まり、年間を通じて防災に関連する取組があったため、学校評 

価においても生徒及び保護者から防災意識の向上に関する評価を受けた。 

 ・学校運営協議会の熟議に生徒会役員が本格的に参加したことにより、各委員がこれまで以上に学校の困り 

ごとに対して、親身になって向き合ってくれている。 

 

●次年度以降に向けて 
 ・各委員がさらに主体的に学校の困りごとを一緒に解決してくれる強力なパートナーとなるよう、生徒の本

気の取組をみせながら、協働できる環境を整えていきたい。 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

安全・安心・Well－being 「防スポ」の実施 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 
学校名 学校番号 

美園中学校 ２１３ 

校長名 成長モデル 

ステージ 坂口 洋美 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

青木 進吾 (教頭) 
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●テーマと設定理由 

・三室中学校の学校ファームは長年にわたり地域の方々の尽力をいただき、持続可能な学校ファームを意識し

て運営してきた。地域の自然や農業資源を活用できる場であり、地域の特性を生かした教育活動が展開でき

る。地域住民の農業知識や経験を活かし、子どもたちに直接指導することで、地域全体が一体となる活動を

実現できると考える。また、地域住民や保護者が学校活動に参加することで、子どもたちとの交流が生まれ

る。このような取り組みは、地域と学校の関係をより密接にし、地域全体で子どもたちを育てる環境を作り

上げるきっかけとなると考える。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

1. 作物の栽培活動 

• 季節ごとの野菜の栽培• 収穫体験 

2. 農作業の体験 

• 土づくり • 種まき・苗植え • 水やり ・除草作業 

3. 地域住民や専門家との交流 

• 農業の専門家による講習 • 地域の高齢者との共同作業 

4. 学校行事との連動 

• 収穫祭 

5. 地域の課題解決活動 

• 休耕地の活用 • 作物の販売 

【実施にあたってのプロセス等】 

●協働活動の効果、評価 

本協働活動では、作物の栽培や農作業体験、地域住民や専門家との交流、収穫祭の実施、休耕地の活用や作

物販売などを通して、生徒が地域社会と関わりながら主体的に学ぶ機会を創出することができた。実際の農作

業を継続的に体験することで、自然や食への関心が高まり、働くことの大切さや責任感、協力する態度の育成

につながった。 

 また、地域住民や農業の専門家との関わりは、知識や技能の習得にとどまらず、多様な世代との交流を通し

てコミュニケーション能力や地域への愛着の醸成に寄与した。特に共同作業の場面では、生徒が自ら役割を見

つけて行動する姿が見られ、主体性や協働性が向上した。 

 

●次年度以降に向けて 

次年度以降は、活動のねらいや学習内容をより明確にし、教育課程 

との関連を整理した計画的な実施を進めていく必要がある。特に、事 

前・事後の振り返り活動を充実させることで、体験を学びへと結び付 

ける指導を強化していきたい。また、地域住民や専門家との連携体制 

をさらに充実させるとともに、役割分担や連絡体制を明確にし、継続 

可能な運営体制の構築を図る。安全管理や活動時間の確保についても 

見直しを行い、生徒が安心して主体的に取り組める環境づくりを進め 

る。さらに、収穫物の活用や販売活動については、地域課題の解決や 

キャリア教育の視点を踏まえ、学年や教科横断的な学習として発展させていくことが期待される。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

学校・家庭・地域が一緒にできることは何か 学校ファームを軸とした地域連携 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

活動の様子がわかる写真 
学校名 学校番号 

三室中学校 ２１６ 

校長名 成長モデル 

ステージ 中村 篤 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

小林 亮太（教頭） 
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●テーマと設定理由 

生徒の成長支援には地域の力が不可欠である。学校は限られた時間と空間で教育を行っているが、地域と連

携することで学びの場を広げられる。また、地域社会は学校から届きにくい家庭への支援や、放課後の生徒

支援も可能である。学校がハブとなり、地域の教育力を活かすことで、生徒の成長に大きく寄与できる。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

1 尾間木地区学校連絡協議会（地域・学校） 

尾間木地区では、青少年の健全育成を目的に、地域団体代表、４小学校・２中学校の管理職、PTA 役員が

年２回協議会を開催している。課題や活動を共有し、協力体制を強化している。 

2 保護者の Sola るーむボランティアへの参加（家庭・学校） 

Sola るーむで学習している生徒の見守りのために、教員、SA に加えて、保護者ボランティアを配置して

いる。保護者が学校運営に関わることで、学校と家庭の連携を強化している。 

3 避難所運営訓練への生徒参加（地域・学校） 

地域の大人が主体となる避難所運営訓練に生徒が参加している。地域の大人と協働する中で防災知識や

責任感、コミュニケーション力を養う貴重な学びの場となっている。 

4 生徒による地域清掃と地域との協働（地域・学校） 

生徒ボランティアによる地域清掃活動を事前に地域へ広報し、地域の大人と協力して清掃を行う。生徒は

地域の人々と信頼関係を築き、社会性や協働の姿勢を学ぶ機会となっている。 

5 各種地域団体が主催する様々なイベントへの生徒ボランティア参加（地域・学校） 

様々なイベントに、生徒ボランティアを募集し派遣している。祭りや地域行事の運営補助を通じて、生

徒は学校外の多様な大人と協働し、地域文化や社会の仕組みを学ぶ機会を得ている。 

【実施にあたってのプロセス等】 

 学校運営協議会を中心とし、そこで共有された課題を出発点として、尾間木地区学校連絡協議会において議

題にあげたり、保護者ボランティアの募集を行ったりすることができた。また、避難所運営訓練をはじめと

する生徒の地域のイベントへのボランティア参加については、これまで築いてきた地域との信頼関係を基盤

に実施している。 

 

●協働活動の効果、評価 

多様な大人との協働を通じ、生徒に地域の一員としての自覚や社会性が芽生えた。保護者の参画は学校運営

への理解を促した。学校・家庭・地域が、信頼関係を基盤に、課題を自分事として共有するパートナーシッ

プが構築されつつある。 

 

●次年度以降に向けて 

今後は、芽生えた生徒の社会性を一層育むため、協働の場を継続し、評価をもとに改善する。構築されつつ

あるパートナーシップを基盤に、熟議を通して課題の共有をさらに深め、コーディネーターを核とした組織

的調整を強化することで、実効性の高い連携体制を定着させる。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

地域の力を生徒の成長に生かすために 生徒の成長支援のための地域と学校の協働 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

活動の様子がわかる写真 学校名 学校番号 

尾間木中学校 ２１９ 

校長名 成長モデル 

ステージ 生田 淳子 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

沼尾 悠（教頭） 
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●テーマと設定理由 

 本校は開校７年目の学校で、昔から地元で暮らす住民と他市から転入してきた人たちが共存する地域である。

少子化とは逆に生徒が増加傾向にあり、熟議において地域を意識し、自治会の方々と協力して活動すること

の大切さを学んでほしいという願いが多く出された。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・地域美化活動 

  地域の自治会と美園小学校・美園南中学校で協力し、５月３０日（ゴミゼロの日）付近で、地域のゴミ拾

い等の美化活動を行った。５９人の生徒が参加し、地域に大きく貢献できた。 

学 校：多くの生徒が参加できるように、学校全体への周知を行った。 

保護者：当日、生徒と一緒に参加する等、家庭も含めて地域行事に参加するよう協力した。 

地 域：各自治会の回覧板で周知し、参加者に向けて参加賞を配布する等、楽しく参加できるように 

運営した。 

・大門八坂神社例祭への協力 

  PTA 本部役員、ボランティアで参加希望の保護者と学校教職員で、大門八坂神社例祭のパトロールを 

行った。また、生徒に関しては、揮毫ボランティアを自治会で募り、３人の生徒が参加した。 

学 校：揮毫ボランティアへの参加を国語科と一緒に協力して、学校全体への周知を行った。 

また、管理職を中心に、パトロールに参加した。 

保護者：パトロールへの参加に協力し、子どもたちへの安全の声掛けを行った。 

地 域：ボランティア参加証を作成し、参加した生徒に渡した。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・学校地域連携コーディネーターが、小学校・中学校間で連絡をとり、地域と連携していった。 

・生徒への周知は、教頭を中心に行った。また、保護者への周知は、教頭・PTA と協力し行った。 

 

●協働活動の効果、評価 

 学校評価（保護者）「学校は、PTA と連携し、学校行事やボランティア活動、地域巡回などに取り組んでいま

すか。」の項目において、肯定的な回答９３％となり、昨年度９４％と大きく変わりなく達成できている。 

 また、地域行事でのボランティア活動において「ボランティア参加証」を出してもらえるように、学校から

提案し、実施することができた。 

 PTA 活動においても、PTA 主催の進路説明会にて生徒ボランティアを募り、多数生徒が参加し、ボランティ

ア参加証だけでなく、『「自分発見！」チャレンジ up さいたま』についても周知・記載することができた。 

 

●次年度以降に向けて 

・生徒ボランティアを次年度も募集し、協力生徒の延べ数を増やし、活動を定  

着できるよう働きかけをしていきたい。 

・PTA と協力したボランティア活動の企画を提案するなどして、次年度以降も 

『「自分発見！」チャレンジ up さいたま』の周知にも取り組んでいきたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

地域とともにある学校 地域美化活動 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面 ○ 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

活動の様子がわかる写真 学校名 学校番号 

美園南中学校 ２５８ 

校長名 成長モデル 

ステージ 鈴木 真由美 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

佐藤 義将（教頭） 
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●テーマと設定理由 

本校の児童生徒は、肢体不自由と知的障害を併せ持つ重度重複障害の子どもたちである。そのため、

他者とのコミュニケーションをとっていく方法に少なからず制限がある。しかし、他者との関わりを大

切にしていくことは、子どもたちの人生をより豊かなものにするとともに、子どもたち自身の成長にと

って欠かすことができないものであると考える。そこで、本テーマを学校運営協議会において設定し

た。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・児童生徒と学校運営協議会の委員が、一緒に給食を食べる機会を、新たに設定することで、児童生徒が

地域との関わりを大切にしていくための第一歩目としていく。 

・児童生徒と学校運営協議会の委員が、一緒に給食を食べる機会を通して、お互いに名前を覚え合う等、

お互いを知っていくことで関わりを深めていく。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・11 月に実施される第２回学校運営協議会において、大まかな方向性を決定し、年内の職員会議等にお

いて、校内の共通理解を図る。 

・学校運営協議会の委員に対して、校内で案内状を作成し、１月に配付する。 

・２月の第３回学校運営協議会の際に、児童生徒と学校運営協議会の委員が一緒に給食を食べる。 

・３月の学校だよりにおいて、実施した内容を、保護者や地域に周知する。 

 

●協働活動の効果、評価 

・学校運営協議会委員が、児童生徒と接する機会を設けることで、お互

いの名前と顔が一致し、人と人のつながりが深まったといえる。 

・児童生徒は、自分たちの学校のために、汗をかいてくださっている

方々と会食でき、直接お礼を言えたことが、非常に大きかった。 

・学校運営協議会として、今年度より「他者との関わりを大切にするこ

とができる児童生徒の育成」という新しい方向性を打ち出したこと

において、大きな一歩を踏み出すことができたといえる。 

 

●次年度以降に向けて 

・本校は、さいたま市の広い範囲から児童生徒が登校している。そのため、地域のつながりを作ることが

難しい条件である。その条件、状況下において、まずは人と人の顔をしっかりと繫ぐことができた１年

目となった。次年度に向けて、さらにその人と人との繋がりの頻度を高めたり、行事の機会等を活用し

て人と人の繋がりを深めたりできるように取り組んでいく。 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

他者との関わりを大切にすることができる児童生徒の育成 学校運営協議会の委員と児童生徒との交流 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

さくら草特別支援学校 ３０２ 

校長名 成長モデル 

ステージ 渡邊 勝利 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

平田 正人（教頭） 
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●テーマと設定理由 

 本校の地域の皆様は、岩槻小出身の方も多く、地元岩槻を愛してくださる方が多い。昨年度のアンケー

ト結果では、岩槻小の子ども達は、「地域の方々に支えられている。」と考えている児童の割合は高い

が、「地域の活動に関わりたいか。」という問いには消極的な意見が見られた。そこで、学校・地域・家

庭が連携して「岩槻を愛する子どもの育成」を目指し、このテーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

（１）教育課程からのアプローチ 

 【1年生活科「秋さがし」1・2年校外学習「城址公園」】 

地元の久伊豆神社や城址公園に実際に足を運ぶ活動を通して、地元岩槻の歴史に触れ、私たちが住ん

でいる岩槻のよさを感じられるようにする。 

 【人形クラブ・6年卒業制作での木目込み人形作成】 

  人形の町岩槻の伝統文化を知り、伝統をつなぐ活動として講師を招き「人形づくり」を行っている。

人形づくりを通して「『伝統』を感じ、『技術』を学び『かしこく』生きる力の醸成」につながっている。 

（２）地域の行事からのアプローチ 

 【「岩槻まつり」「ふれあいフェスタ」「鷹狩行列」等の行事への参加】 

  児童が地域の行事に参加することで、地域に伝わる歴史を知り、岩槻に対する誇りをもつことがで

きる。また、鼓笛隊のパレードにより地域の方の称賛を得ることで、地域の一員であることの自覚が生

まれる。地域も子どもの成長を感じることができ、両者が地域のつながりを感じる機会となっている。 

【実施にあたってのプロセス等】 

 ・授業実施に当たっては、各学年や学校地域連携コーディネーターが、事前に地域の方々と打合せを行

い、ねらいに迫れるように配慮した。 

 ・各地域の行事については、数か月前から実行委員会等と協議を重ねた。実行委員会との打合せには、

校長・教頭・学校地域連携コーディネーターが参加している。 

 

●協働活動の効果、評価 

・教育課程に地域とのかかわりを組み込むことにより、地域を知るきっかけとなり、児童の興味関心を引

き出すことができた。 

・地域行事に参加することを通して、地域の歴史・文化を体感的に学び、地域理解・郷土愛の形成につな

がった。また、自分の役割を全うし、やり遂げることで成功体験を積むことによって、自己肯定感・達

成感の向上につながった。 

 

●次年度以降に向けて 

・教育課程への位置付けをさらに充実させ、各教科・領域からの郷土愛の醸成を図っていく。 

・来年度も「地域の行事」に参加することで今年度の取組を基に次年度も継続しての取組を目指す。 

・学校運営協議会に児童が進んで参画できるような、計画・体制整備を整えていく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

学校教育目標の具現に向けて、学校・地域・家庭が 

連携した児童生徒が主体となる活動について 
「岩槻を愛する子どもの育成」 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

岩槻小学校 ０８７ 

校長名 成長モデル 

ステージ 玉川 徹 

問い合わせ担当者（役職） 
２ 

清水 雄平（教頭） 
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●テーマと設定理由 

・本校の児童は、アンケート等で８割以上が「地域の活動に参加し、地域のよさを実感できている」とい

う項目において肯定的な回答をしている。地域人材を活用した学校教育活動が一層展開できるよう、本

テーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・地域行事への参加として、６年生児童による鼓笛隊がふれあいフェスタに参加し、演奏を発表した。 

・学校・地域の活動では、本校 SSN における協力団体として、岩槻区退職校長会及び民生委員・児童委員

に依頼して、１年生生活科での昔遊びの授業をしてもらった。 

・民生委員・児童委員が見守りボランティアとして校内学習支援センター（Sola るーむ）の支援補助し

ていただいた。 

・地域農家と連携を図り、参加を希望した５、６年児童対象の 1日だけの八百屋を開店する、PBL 型の学

習を実施した。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・地域行事への参加については、児童の活動の様子やその価値について、校長がまとめ、学校だより、学

校運営協議会、SSN 連絡協議会を通して、保護者及び地域に周知した。 

・Sola るーむの見守りボランティアについては、毎月ボランティアの来校日を窓口の児童委員さんと調

整して実施している。令和６年度からの継続となっている。 

・八百屋さんの PBL については、６月に地域農家より提案、８月に学校との打合せ、１０月より主に休み

時間や放課後に参加児童と活動を進めた。１１月の週休日（PTA バザーと同日）に八百屋を開店した。 

 

●協働活動の効果、評価 

・地域行事への参加について、地域行事の活性化につながっており、運営に係る各所から好評を博してい

る。児童も参加に大変意欲的で、地域行事への参加に誇りをもっている。 

・本校教育活動の支援、補助について、外部人材が関わることについての聞き取りでは、Sola るーむ利

用児童及び保護者は、「より安心した居場所となっている」と回答した。 

・八百屋さんの PBL については、地域人材との密接な関わりを通して、子ども達の地域の担い手として

の自覚が生まれてきている。 

 

●次年度以降に向けて 

・Sola るーむ運営の支援については、利用児童に対して、より具体的な支援方法等について検討する。 

・八百屋さんの PBL については、対象となる児童の拡大や、教科等の学びが一層活用できるようカリキ

ュラム・マネジメントができるよう検討する。 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

学校・地域・家庭が連携した活動について 

～地域の教育力の活用を通して～ 
地域人材との関わりの中での豊かな体験活動等 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面  多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

太田小学校 ０８８ 

校長名 成長モデル 

ステージ 田波 巨士 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

小林 亮博（教頭） 
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●テーマと設定理由 

本校は、今年度で開校 140 周年を迎え、通学している児童の曽祖父の代も卒業生であるような学校

で、地域とのつながりが非常に強い。地域の方も保護者もとても協力的で、子どもたちのために力にな

りたいという意欲が高い。また、地域には農家や自営の方も多いので、地域の物的資源や人的資源を生

かし、児童の学びを充実させる体験活動が実施できるのではないかと考え、このテーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 〇地域・家庭・学校が連携した米作り体験 

 ・５年生の総合的な学習の時間で、地元の農家の方の田んぼを借り、その方に指導をしていただく米

作り体験を実施した。田植え体験だけでなく、収穫体験まで行うことができた。 

 ・田植え、収穫の活動時には、川小サポーターの保護者や地域の方にもご協力をいただき、児童の支

援を行った。 

 ・収穫したお米は、地域、保護者の方と児童が交流しながら給食を食べる「ふれあい給食」で使用

し、地域の皆さまにも還元した。また、家庭科の調理実習でもそのお米を使用した。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

 ・４月から学校が地域の農家の方と年間の予定を確認して、実施日を設定した。 

 ・実施日に合わせ、学校が保護者、地域にサポート依頼を出し、参加者を募った。 

 ・学校は、活動の様子を学校だより等に掲載し、保護者、地域に周知した。 

 

●協働活動の効果、評価 

 ・稲の植え付けや、収穫時の児童だけでは難しい作業の補助をしてもらうことで、児童の活動が円滑

になり、限られた時間の中で必要な作業を全て完了させることができた。また、地域の方に直々に

米作りについて教わることにより、児童が地域のよさを身近に感じることができた。 

 ・田植えから、調理実習でご飯を炊くところまで、地域や保護者の方にご協力いただくことで、一貫

して児童一人ひとりに対する細かな指導を行うことができた。また、多くの大人の目で見守ること

により、安全面についても確保することができた。 

 

●次年度以降に向けて 

 ・田植え体験や家庭科の授業だけでなく、他教科での保護者や地域の力を活用したい。 

 ・保護者の方の参加がまだ少ないので、学校だより等で募集をかけるなど、積極的に参加者を集めた

い。 

 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

学校から地域へ 地域から学校へ  

～川小っ子のために、学校・家庭・地域ができること～ 
地元の”資源”を生かした体験活動 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

 

学校名 学校番号 

川通小学校 ０８９ 

校長名 成長モデル 

ステージ 葉抱 敬介 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

教頭 武井 仁史 
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●テーマと設定理由 

・学校運営協議会では昨年度に引き「学校や地域に愛着をもつ子どもを育てる」とのテーマを継続し、子

どもたちの「育ち」を支える地域ネットワークの更なる展開を図ることが確認された。 

・目白大学の地域連携事業「ぼうさい教室」で連携し、児童と学生が協力して大学学園祭や本校フェステ

ィバルでワークショップを開催し、チャレンジスクールの学生スタッフも募集する。 

・まち探検や昔のくらしと道具、むかし遊び等の教育活動では、地域の企業、商店、公共機関や地域ボラ

ンティアが積極的に協力し、子どもたちの体験活動を日常的に支える環境が整ってきている。 

 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・「学校を地域の人たちがつながる場所に！」をテーマとするＰＴＡ、ＳＳＮの共催の「第 3回かしわっ

子フェスティバル」を開催した。地域の諸団体だけでなく児童も主体的に参画し、多くの市民（約 1,000
名）が集う地域の一大イベントとなった。また地域の企業等の協力を得て花火大会も開催された。 

・目白大学の学園祭では「避難所体験子どもカフェ」を、フェスティバルでは

「ここは避難所＆健康チェック」を児童と学生が協力して成功させた。チャ

レンジスタッフにも今年度新たに 38 名の学生スタッフが登録し、「餅つき」

や「芋ほり」等での協力と児童との交流が進んでいる。 

・「昔のくらし」「火おこし体験」等に地域のボランティアが多数参加した。 

・東武バス、みぬま見聞館、市文化財保護課、浦和美術館、公園緑地協会、日

本ＢＭＷ（ＮＰＯ放課後アフタースクール）、区社協、特別養護老人ホーム、

みぬま環境センター、ユニセフ等によるさまざまな出前授業を実施している。避難所運営訓練への児童参加 

・「おやじの会」を中心に保護者が運動会の片付け等に協力していただいた。 

・避難所運営訓練に児童が参加し、衛生管理学習や自治会とともにベッドの組み立て等を体験した。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・ＳＳＮ通信やコミスクだよりによって地域に情報発信し、活動の紹介と協力をお願いしている。 

・地区社協や育成会等の地域のイベントに多くの児童や保護者が参加するようＰＲに協力している。 

・学校だより配布等の機会を活用し、地域の企業や諸団体、大学等との日常的な関係作りを進めている。 

 

●協働活動の効果、評価 

・フェスティバルを通じて、学校を「核」とする地域コミュニティが確実に形成されてきている。 
・様々な出前授業やまち探検等により地域の市民や企業、大学等との協力関係が強化されてきている。 
・地域の市民による授業協力や市の出前講座、区社協と高齢者施設、ＮＰＯ放課後アフタースクールによ

る出前授業では、子どもたちは日常の授業では得られない貴重な体験から多くのことを学んでいる。 

 

●次年度以降に向けて 

・大学との連携を更に強化し、講師招聘による研修開催や学生と児童との交流を一層深めていきたい。 

・ボランティアや市の出前講座等の積極的活用により、様々な体験授業を計画的に開催していきたい 

・地域コミュニティや防災拠点としての機能を一層強化し、地域市民の「母校」意識を育んでいきたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「学校や地域に愛着をもつ子どもを育てる」 子どもたちの「育ち」を支える地域ネットワーク創り 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

             

  

 

 

 

 

 
かしわっ子フェスティバル    スクールサポートネットワーク通信 

学校名 学校番号 

柏崎小学校 ０９０ 

校長名 成長モデル 

ステージ 大塚 雅之 

問い合わせ担当者（役職） 
５ 

礒田 勝（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

本校は、小・中一貫教育「花笑み教育」の実践として、「世界とつながる」「仲間とつながる」「地域とつなが

る」「自然とつながる」ことを目指している。学校運営協議会では、代表児童からの意見表明や学校運営協議

会委員の目指したい児童像から「和土地域で育てたい子どもの姿」について熟議を行った。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・地域の中で仲の良い友達を増やしてほしい。それにはまず、挨拶ができること。 

・授業参観をして本校の一番の強みは元気のある児童が多いこと、その上で互いの個性を認め合いたい。 

・校歌の歌詞は夢や希望が持てるような内容で地域の卒業生も歌い継いでいる。夢や希望を持ってほしい。 

・異学年、異世代との交流を深め子どものコミュニケーション力を高めたい。 

・地域への接点は挨拶から入るものなので、人間関係の基本として挨拶をしっかりできる子になって欲しい。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

本校は、新和小、城南中とともに小・中一貫教育「花笑み教育」を推進している。本年度は、 

・NIE 実践指定校として新聞活用 ・岩槻高校との英語交流 ・「おとぎの会」読み聞かせ 

・ネイティブ教員を中心としたグローバル・スタディの授業を通し世界とつながる実践 

・イオンモール浦和美園：「花笑み教育」紹介三校展示と旭屋書店での図書 POP 三校展示 

・ウニクスのヤオコー：書初め作品の三校展示 

・保幼小中高大との交流などを通して仲間とつながる実践 

・戦争経験者から本校への疎開児童の話や長崎被爆者の授業（社会科６年） 

・版画講師の指導の下、５年生とチャレンジスクール児童の版画が全員、東京都美術館へ展示 

・チャレンジスクールで城南中野球部の野球指導などで地域とつながる実践 

・地域から野菜の苗植え、米作り、ヨーロッパ野菜の栽培などを通して給食への提供（米は、本校がお世話

になっている方々を全員招待して行う「ありがとう集会」でプレゼントしている。） 

・地域の畑でのトウモロコシ収穫体験（全校児童） 

・生活科では、自然豊かな中庭などで虫探し、季節探し 

など自然とつながる実践を行っている。これらの活動を通してコミュニケーション力を身につけ、「明るく 

楽しく 元気よく あいさつができる 和土っ子」を目指したいと考える。 

 

●協働活動の効果、評価 

本年度は、保幼小中高大、地域の方々など様々な方たちが来校し児童との交流を 

行った。特に中学生、高校生は年齢も近く、打ち解け、しっかりとした挨拶ができ 

てきた。また、疎開や長崎被爆者のお話では、時間を超えつながりの大切さを心に 

刻んだようである。まさに「令和の日本型教育」の協働的学びを実践してきた。 

 

●次年度以降に向けて                             被爆体験者からの授業 

さらに様々な場面でのリアルな体験を児童にさせ「花笑み教育」の充実を図る。 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「明るく 楽しく 元気よく あいさつができる 和土っ子」 

を目指して 

保幼小中高大、地域が一体となり、 
「和土小花笑み教育」の充実、発展を目指していく 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

 

 

 

 

 
 
  

    代表児童の意見表明     野球で中学生と交流（チャレンジスクール） 

学校名 学校番号 

和土小学校 ０９１ 

校長名 成長モデル 

ステージ 中野尾 奈都江 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

矢島 仁（教頭） 
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●テーマと設定理由 

・本校の学校運営協議会では、学校・家庭・地域がお互いのよさを活かしてよりよく子どもたちを育てるため

に、熟議を通して子どもの安全がすべてに優先することを確認し、地域を挙げて子どもの安全の確保をして

いこうと定め、令和５年度より「さいたま市で一番 安心・安全な新和地区を創るために」をテーマに学校・

地域・家庭がそれぞれの役割を適切に果たせるよう３か年の行動計画を策定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・策定した行動計画は、１年目（令和５年度）「地域をもっと知ろう！」２年目（令和６年度）「自分の命は自

分で守ろう！」３年目「困っている人に声をかけてあげられるようになろう！」と３年計画で立案された。 

本年度は、３年目にあたり学校運営協議会委員、保護者、防犯ボランティアの方々も参加し、児童学校家庭

地域でできる共助について、土曜授業日に地域の指導者（保護者）を招いて実施するはずであったが、早い

時期にインフルエンザが多数に広がって学校閉鎖となり、その後教頭を中心にクラスごとの対応となった。 

・登下校や一斉下校指導の際に、教頭から子どもたちに問題提起し、今回の指導内容を繰り返し、不断に意識

化・継続化を図るようにした。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・学校運営協議会において子どもたちから、まだまだ地域の大人たちの顔と名前が一致しないという意見がで

た。土曜授業で大人と子どもの接点がたくさん作れるような取組であったのに残念であった。しかし 12 月

の感謝の会ではまたたくさんの地域の方々をお呼びしての取組や、学校運営協議会メンバーである青少年育

成会や社会福祉協議会の人たちが中心となりお楽しみ会を催していただき、たくさんの地域の方、保護者等

が集まってのイベントができ、地域と子どもたちの一体感や交流の場ができた。 

・当日の活動の様子を、保護者、地域に発信するとともに第３回学校運営協議会において総括していく。 

 

●協働活動の効果、評価 

・学校：土曜授業は残念であったが、感謝の会においてもたくさんの方々をお招きし、全校で交流することが

できたのはとても有意義であった。 

・家庭：感謝の会においても PTA の方々、お楽しみ会でも親子で一緒に地域のたくさんの方々と接することが

でき、楽しく学べた感じであった。 

・地域：子どもたちのために地域が主催で大盛況な活動ができたのが大きかった。 

 

●次年度以降に向けて 

・普段からいろいろな大人の人たちとつながることの大切さを感じ 

ることができ、身の回りにはたくさん応援してくださる方々がい 

ることを知り、逆に自分たちからも困っている人に声をかけられ 

るようになろうという準備はできた感じである。安心安全な新和 

地区を創るためにより深めるべきか、次の段階に進むかの検討を 

していく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

さいたま市で一番 安心・安全な新和地区を創ろう 困っている人に声をかけてあげられるようになろう！ 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面  多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

新和小学校 ０９２ 

校長名 成長モデル 

ステージ 樋浦 康光 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

安藤 紘子（教頭） 
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●テーマと設定理由 

地域行事（夏祭り、餅つき大会、避難所訓練など）への参加を通じて、子どもたちが社会と関わる機

会を増やすことが期待されている。地域ではすでに多くの活動が行われており、子どもたちがそれに関

わることは貴重な経験になるとの意見が多く出された。特に畑や自然体験を通じて子どもたちが「本物

に触れる」ことの重要性が強調されたため、このテーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

「鹿室コスモス祭りに向けて、コスモスの種まき・種とりのお手伝い」 

このお祭りは、２０年ほど前から開催されています。近年は「コスモスのさんぽ路」として地域のイベ

ントの一つとなっている。今年度は、学校運営協議会にて、児童・保護者が参加できるようにと声掛けを

いただき、８月に種まき、１２月に種とりを実施した。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

①タイトル「鹿室地区コスモス祭りに向けての種まき」（お知らせ） 

  ８月７日（木）、学校安心メールにて保護者・地域の方へ参加募集の案内をした。 

事前に人数を把握するため、Microsoft Forms にて申込みを受け付けた。 

 ②タイトル「鹿室地区コスモス種とりのお手伝い体験」（お知らせ） 

１１月２０日（木）に、学校安心メールにて、保護者・地域の方へ、参加募集の案内をした。 

事前に人数を把握するため、Microsoft Forms にて申込みを受け付けた。 

 

●協働活動の効果、評価 

 ①８月２０日（水）１６：００～１７：００ 種まき体験実施 

  ・児童・生徒・保護者・職員・地域の方の参加 ２０名  

  ・地域の方に、種まきの場所と方法をご指導いただいた。 

 ②１２月７日（日）９：００～１０：００ 種とり体験実施 

  ・児童・保護者・職員・地域の方の参加 ２４名  

  ・地域の方に、種とりの方法をご指導いただいた。 

 参加した児童・保護者からは「参加してよかった」「楽しかった」との感想をいただいた。 

 

●次年度以降に向けて 

 ①については夏季休業中、②については同日に餅つき大会、また学区の北側のため、鹿室地区以外に住

んでいる児童の参加がなかった。次年度は、活動日や児童・保護者への広報の時期を検討する。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「本物に触れる体験」 地域との交流 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 
学校名 学校番号 

慈恩寺小学校 ０９３ 

校長名 成長モデル 

ステージ 望月 泰志 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

尾坂 俊哉（教頭） 
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●テーマと設定理由 

・本校は、全校児童が１５６名で単学級の小規模校である。児童１人が関われる人には限界がある。もっと子

どもたちが様々な人と関わったり、人から様々なことを学んだりする経験をさせたいと考えている。その中

でつけたい力として、どんな場面でも自分の考えをもち、人に伝えることができるコミュニケーション力を

つけさせるためにこのテーマを設定し、継続して行ってきている。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】【実施にあたってのプロセス等】 

・「河合地区体育祭での児童の運営への関わり」 

 コミュニティ・スクールの熟議で、コミュニケーション力をつけるため、いろいろな立場の人と顔見知りに

なることを考え、話し合いを続けてきた。具体的な実践の１つとして、昨年度は、地域の行事である「地区体

育祭」での児童の参加を増やすため体育振興会と協力し、会長による呼びかけ動画で参加を促した。今年度は、

さらに進め、地域・体育振興会と連携を取り、児童が運営に関わることにした。実際は、開会式での準備運動、

国旗の掲揚、協議中の放送係を行った。その中で、児童が地域の方とたくさん触れ合う機会となるとともに、

地域の行事への興味関心も高まることにつながった。 

 

・「学校運営協議会での意見発表」 

 第２回学校運営協議会の中で、「さいたま市ストップいじめ！子どもサミット」に参加した代表児童を中心

に子どもサミットの中で話し合いの内容や児童の感想、河合小での代表委員の活動についての自分たちの意見

を委員の方々に伝える機会を設定した。今年度は昨年度より人数を増やし、学年も５・６年に拡大した。 

 

・「社会福祉協議会との連携による児童預かり」 

 社会福祉協議会、ＰＴＡ会長と連携し、夏休みの児童の居場所づくりの一環として、社会福祉協議会で児童

の預かりを企画し、実践した。学校で内容の周知、児童の募集を行った。今年度は２日間実施し、延べ人数と

して８名の利用があった。児童は、学習をしたり、読書をしたりするなどをして過ごした。 

 

●協働活動の効果、評価 

昨年度からの継続でコミュニケーション力を育成するためにいろいろな立場の人と関わり、顔見知りになる

機会を増やすことを目的として取組を行ってきた。今年度は、地域の行事や地域の取組に参加する中で児童が

直接地域の方や保護者とかかわる実践を行うことができた。人と人が関わることで、話をするきっかけとなり、

顔見知りになることができた。その機会を設定できたこと自体、一歩進むこととなった。動き出すことの大切

さを実感でき、それ自体が成果となった。まだ、その関わりの輪が全体へと広がっていないため、さらに広げ

ていきたい。 

 

●次年度以降に向けて 

大きなテーマは引き続き同じもので進めていく。来年度も、まずはやってみるということを大切に、アイデ

ィアとして出てきた協働活動となるものを数多く実施していきたい。学校運営協議会、ＰＴＡなど様々な組織

と連携し、少しずつ活動が活発になるように進めていけたらと考えている。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「コミュニケーション力」～自分の考えをもち、 

人にしっかり考えを伝えられる児童の育成～ 
地域の行事や地域の方とのかかわり 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面 ○ 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

  学校名 学校番号 

河合小学校 ０９４ 

校長名 成長モデル 

ステージ 立道 義明 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

関口 達哉（教頭） 
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●テーマと設定理由 

・平成３１年度から、近隣の桜山中学校と小中一貫のコミュニティスクール実践校としての委嘱を受け、取り

組んできた。当時から、小中共通の課題として、教育活動上の長年の課題である「基礎学力の充実」がまず

挙げられ、また両校とも小規模校となってきている現状から「豊かなかかわり合いの充実」が挙げられた。

この 2 つの課題を学校運営協議会としての共通のテーマとして、熟議を重ね、具体的な取り組みを実践して

きた。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・東岩槻地区社会福祉協議会では、かねてより夏休み・冬休みの長期休業期間中に、地域のボランティアを

中心として、本校の児童を対象として、宿題教室を実施してきた。学校運営協議会の場でも、「基礎学力

の充実」を図るにあたって、この事業を学校運営協議会の共催として、学校を会場に、学校と地域が一体

となって取り組んでいくことにした。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・長期休業前に、宿題教室の通知を社会福祉協議会と学校運営協議会の共催で出し、

放課後児童クラブの児童や事前に参加を希望した児童を対象に実施する。 

・参加者は①学習②習字③工作・絵画の３つのコースに分かれ、地域の方々・すわ

っ子サポート隊・地域の中学生・高校生・大学生・専門学校生・学校職員等多くの

ボランティアの方々の協力を得て、ほぼマンツーマンに近い形で指導をいただい

ている。 

・子どもたちは、夏休みは５日間、冬休みは１日間、自分の計画をもとにしっかり

と遂行し、長期休業中の課題に取り組んでいる。 

 

●協働活動の効果、評価 

・今年度の夏休み宿題教室は、７月２２日～２５日の４日間開催され、参加した児童は在校生の１/３を超え 

る５２名。支援するアドバイザーは、ボランティアで応募してきた中高生３９名と元教員・保護者・地域の

方々のボランティア２０名であった。冬休み宿題教室は、児童５３名、ボランティアスタッフは２８名に参

加いただいた。 

・参加した児童からは、「お姉さんやお兄さんたちが教えてくれてよかったです」「１人で字を書くよりみんな   

 で楽しく書けた。アドバイスとか言ってくれたからうまく書けてよかった」「ボランティアの人や中学生が 

絵をうまく描くコツを教えてくれた。スマホで絵を見せてくれて楽しかった」という感想があった。どの子

も、充実した活動ができた喜びを語っていた。ボランティアの中高生からは「子どもたちに勉強を教えるの

は大変で疲れると思っていたけど。思ったより楽しくやりがいを感じました」「低学年の子にわかりやすく

教えるのは難しく、一人の子に付きっきりになることもあったので、これからは気をつけたい」など、前向

きな感想が多く見られた。 

 

●次年度以降に向けて 

・小学生の時教わる側にいた児童が、成長して教える側として参加してくれる。この取組がずっと続いて、先 

輩が下級生に寄り添って教える「地域の寺子屋学級」になることを目指したい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

基礎学力の充実 夏休み・冬休み宿題教室 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面  多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

活動の様子がわかる写真 学校名 学校番号 

東岩槻小学校 ０９５ 

校長名 成長モデル 

ステージ 川添 倫義 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

眞嶋廣久（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

・本校学区内において、登下校時や放課後の交通ルールやマナーについて、地域からご意見をいただくこ

とが多い現状がある。また、今年度入院を伴う交通事故も含め、自動車との接触事故が複数件発生して

いる。小学校においては、日頃の交通安全指導に加え、１・６年生の交通安全教室、４年生の自転車免

許教室を実施し、児童の交通安全に対する意識を高めているが、中学校区全体で共通した交通安全指導

を実施することで、安心・安全な中学校区で子どもたちを育んでいこうと考えるため。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

学 校：全学年において、登下校時並びに放課後の交通安全指導を徹底する。 

１年生の交通安全教室や４年生の自転車免許教室を確実に実施し、学年に応じた交通安全に

対する意識を向上させる。 

     各家庭に自転車に乗る際のヘルメット着用協力を依頼する。 

 

 保護者：登下校時の見守りの充実や、放課後・休日の交通安全について、各家庭で指導を行う。 

     自転車に乗る際のヘルメット着用を推進する。 

 

 地 域：登下校時の見守り活動を中心に、可能な範囲での子どもたちへの声かけ活動を行う。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

 ・「城北小よい子のきまり」で自転車の乗り方について周知する。 

 ・学級懇談会等で、放課後の過ごし方や自転車の乗り方などについて、家庭への協力を求め啓発を行

う。 

 

●協働活動の効果、評価 

・学校、家庭、地域それぞれの立場において、毎日の登下校時の見守りにおける挨拶と共に、交通安全 

指導を行った。 

・児童の下校時に必要に応じて教職員が付き添い、安全な下校の仕方について指導を行った。 

 ・通学路の歩き方等の安全な登校の仕方について、安全教育主任が必要に応じて指導を行うことで、 

登校班の班長を中心に、安全に登校する様子が見られるようになった。 

 

●次年度以降に向けて 

 ・小・中学校の連携を一層強化し、家庭・地域を巻き込みながら城北中学校区全体で交通安全指導の徹 

底を図り、子どもたちが安心・安全に生活できる地域づくりに取り組んでいく。 

 ・交通安全について、警察等の関係機関と連携し、児童への指導だけでなく、家庭での協力を呼び掛け 

ていく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

中学校区における交通安全の徹底に向けた 

「協働」の在り方 
学校・家庭・地域における交通安全指導 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

 

 

 

 

 

活動 の様子がわかる写真 

学校名 学校番号 

城北小学校 ０９６ 

校長名 成長モデル 

ステージ 池田 誠 

問い合わせ担当者（役職） 
２ 

平塚 宗一（教頭） 

155



 
●テーマと設定理由 

コミュニティ・スクール実施校の指定を受けてから、本年度で４年目となる。昨年度より学校教育目標を変

更し「笑顔であいさつ」を掲げた。より地域とともにある学校づくりのため、「笑顔であいさつ」と「学習の活

動」を保護者・地域と協働し進めていくため「笑顔であいさつや学習を地域・保護者とともに」と設定した。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・「笑顔であいさつ」に関しては、年間３回のあいさつ週間をきっかけに挨拶を家庭・地域に広げていく。本

年度は児童の声を運営協議会に届け、保護者・地域に挨拶活動を提案することも行う。近隣中学校・高等学校

への協力を依頼する。校内では、児童会を中心にあいさつ放送・あいさつＭＶＰ任命などをし、多くの児童の

活躍と称賛の場を増やしていくことで、自分や周りの生活をよりよく変えられたという実感を得させる。 

 実施時期：６月中旬 １１月上旬 ２月上旬  

・「学習支援」に関しては、保護者・地域の方々にご協力を得たい（学習）を洗い出し、広く（チラシ・Ｗｅｂ

ページ・施設へ直接依頼）お知らせをする。活動の様子は学校Ｗｅｂページに載せるとともに、地域連携コー

ディネーターが写真印刷し職員室前廊下に掲示する。 

 主な教科：家庭科・生活・総合的な学習の時間・算数九九 

【実施にあたってのプロセス等】 

・あいさつ運動：安心メールで周知し、保護者や防犯ボランティアにも参加していただいた。（全回） 

：中学生からボランティアスタッフを募集し、実施することができた。（１１・２月） 

：あいさつ貯金という新しい取組を実施し、活気を付けた。（１１月） 

・学習支援  ：「ゆるやかにつながるボランティア」とし活動を進める計画を立てる。（５月） 

       ：学習支援が必要な学習について洗い出し、来年度の指導計画に位置付ける。（１２月～）  

 

●協働活動の効果、評価 

・学校評価(児童・保護者)で「あいさつ」該当項目の肯定的な回答が児童 89.5%・保護者 82.0%であり、昨年

度と比べ若干減少した。(R6 は児童 91.7%・保護者 88.0%) 

・相談できる体制の学校評価の肯定的な回答の割合は児童 80.4%・保護者 93.0%であり、昨年度と比べ大幅に

増加した。(R6 は児童 72.0%・保護者 85.0%) 

・学習ボランティア（ミシン・読み聞かせ）の活用、地域人材の活用、企業等のコラボレーション、小中高の

連携を多く設けた。児童からは「もっとたくさん交流をしていきたい」という声が上がった。 

・保護者・地域を積極的に学校行事へ招いた。また、学校 Web ページの更新、各ページの整備を毎日行った。

安心メールを丁寧に発信することを心がけた。学校評価「学校は、教育活動を積極的に公開していますか」の

肯定的回答は、保護者 100%(R6…98.0%)という高い数値を示した。 

 

●次年度以降に向けて 

・近隣中学校とは引き続き連携して取り組む体制を構築していく。高校との連携は来年度統廃合となるため、

中学校との連携を他にも多く設けていく。また、保護者や地域と結びついた取組をさらに充実していく、学

校運営協議会での熟議内容を検討し、検証・実践をする。 

・児童の声を吸い上げる体制づくりを昨年度より重視し確立してきている。今後はさらに充実し取り組めるよ

うにしていく。また、児童の意見が学校に反映していく具体の様子を多くしていく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

笑顔であいさつや学習を地域・保護者とともに 合同挨拶運動・学習支援ボランティア 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

  学校名 学校番号 

徳力小学校 ０９７ 

校長名 成長モデル 

ステージ 白石 徳一郎 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

平野 英雄（教頭） 
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●テーマと設定理由 

本校では、いじめの早期発見と撲滅、いじめの発生しない環境づくりを重要課題としている。地域・保護者・

学校・児童が協働で「いじめ撲滅活動」を推進するためにテーマとした。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 昨年より、児童会から提案の「いじめ撲滅の取り組み活動」を地域・保護者・学校がサポートする活動を行

ってきた。本年度は、さらに活動を推しすすめるため、地域の大人みんなで参加する「こまってなぁ～い？」

運動を実施する。「こまってなぁ～い？」運動とは、地域の大人みんなで行う、子どもへの愛情ある声かけ

運動のこと。日頃のあいさつから始まり、早期に子どもの悩みを聞いてあげ、問題発見することで子どもの

安心・安全を守り、「いじめのない上里小学校区」の実現につなげる活動である。 

【実施にあたってのプロセス等】 

    ＜令和６年度に実施することを決めていた「こまってなぁ～い？」運動の本格実施に向けて＞ 

 ・６月９日の学校運営協議会において、①ポスター作成②缶バッチの作成③費用④運動の周知活動⑤今後の

スケジュールについて最終確認する。 

 ・１１月１７日の第二回学校運営協議会において①ポスター保護者・地域用と児童用の２種類の完成版を確

認②缶バッチ２５０個完成品の確認③費用についての会計報告④運動スタート時期と周知活動の役割確

認(１１月末より随時周知活動開始、１２月１８日の感謝集会で缶バッチ贈呈してスタートとする。) 

●協働活動の効果、評価 

【周知活動の状況】 

 ・自治会、子どもひなん所１１０番の家へ「こまってなあ～い？」運動の説明、協力依頼文書を配付する。 

 ・保護者への説明と協力依頼はＰＴＡ広報誌「ほたるんだより」を配付する。 

 ・参加を促すため、保護者へ運動参加依頼文書と運動参加申込書を配付する。 

 ・児童へは各クラス担任から説明する、児童も参加する運動であることの主旨を全体朝会で説明する。 

【１月末現在のポスター掲示、参加者および缶バッチ配付状況】 

 ・ポスター掲示状況→自治会掲示板９枚、子どもひなん所１１０番の家６枚、学校フェンス８枚の計２３枚 

 ・参加者および缶バッチ配付状況→１１６個 保護者２３個、学校職員３６個、地域５７個（自治会・民生

委員・防犯ボランティア・子どもを守る会・チャレンジスクールスタッフ・学校運営協議会委員・子ども

ひなん所１１０番の家） 

【効果・評価】 

 ・運動開始して１か月半が経ち、目に見えて効果が出ているとは言えないが、参加協力者が１００名を超え

た事実を評価している。缶バッチはデザイン・大きさ・色など好評で目立つと評価が高い。 

 ・郵便局の窓口係やコンビニ店員などが缶バッチをつけてくれており、今後の周知活動や運動の広がりに期 

  待できる。 

●次年度以降に向けて 

【継続する運動にするために】 

 ・令和８年度は、学校・地域・保護者・児童それぞれができることを明確にして、お互いに確認しあえるよ

うにする。具体的には、①ポスターを刷新し学校や自治会掲示板などに掲示し周知活動を継続する。②参

加募集案内をＰＴＡや自治会で継続的に実施する。③運動の状況を共有すべく学校だよりやＰＴＡ広報誌

で発信する。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

いじめのない上里小学校区 「こまってなぁ～い？」運動の実施 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

活動の様子がわかる写真 

 

学校名 学校番号 

上里小学校 ０９８ 

校長名 成長モデル 

ステージ 藤田 敦 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

堂脇 一修（教頭） 
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●テーマと設定理由 

近年、本校では児童数が年々減少し、子ども同士が関わる機会が少なくなっている。さらに、子ども

と地域の大人との交流も希薄になっている現状を踏まえ、自校の特色を生かし、地域との協働活動を通

して子どもを育てていきたいと考えたためである。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 コミュニティルームを活用し、異年齢の子ども同士が一緒に遊ぶことで、子どものコミュニケーショ

ン能力を育む。また、地域の大人が関わることで、学校への理解を深めるとともに、子どもとの交流を

通して協働活動をさらに推進したいという意識を醸成する。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

・昨年度の反省をもとにコミュニティルームの運用指針を見直し、今年度の指針を作成する。 

・学校運営協議会にて、昨年度の延べ利用者数や今年度の運用指針、ボランティア募集について周知す

る。 

・運用指針に基づき、子どもの利用日・利用時間を知らせる。 

・地域住民や保護者、近隣の訪問看護ステーション職員などにボランティアを募り、周知を広げる。 

・ボランティアとの話し合いを重ね、今後のコミュニティルームの活用方法を模索する。 

 

●協働活動の効果、評価 

・学校評価アンケートの「郷土愛」に関する項目で、児童・保護者ともに肯定的な回答が増加した。  

・コミュニティルームの取り組みが定着し、火曜日と金曜日の週２日のみの実施であるにもかかわら

ず、延べ 1,400 名を超える児童が利用し、昨年度よりも活用が進んでいる。  

・大人のボランティアも延べ 100 名以上の協力があった。一方で、ボランティアが固定化しており、参

加の裾野が広がりにくいという課題があるため、引き続き周知を進めていく必要がある。 

 

●次年度以降に向けて 

・地域とともにある学校づくりの推進に向け、コミュニティルームを起点としたさまざまなイベントを

実施し、地域とのつながりづくりを図っていきたい。  

・コミュニティルームを、子どもと地域の大人との交流の場にとどまらず、地域の大人同士の交流の場

としても活用していきたい。引き続き周知に努める。  

・地域の方に学校へ来ていただくだけでなく、学校側から訪問するなど、相互の関わりが生まれる仕組

みを広げていきたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

おらが地域、おらが学校で育てたい力 
コミュニティルームをプラットホームにした 

学校と地域との交流 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

西原小学校 ０９９ 

校長名 成長モデル 

ステージ 菅野 剛史 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

石井孝司（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

城南小学校では、長年地域の皆さんから様々な形でボランティアやお手伝いを頂いており、学校の大切な財

産となっている。また、学校運営協議会においても、地域の願いとして、児童の心の健やかな成長を願う声が

挙がっている。このことを踏まえて、児童が自身でも地域や身の回りの人に働きかけ、協調しながら生きてい

けることを望んで、テーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・「朝のあいさつ運動」として、児童会の児童を中心に、昇降口であいさつを行った。また、学級ごとに日を決

めて、担任教諭と共にあいさつを行った。普段から、自治会ごとに担当の方が来校されて、正門前であいさ

つをしてくださっている。 

・避難所設営訓練に児童も参加した。土曜授業日の午後に訓練を設定し、事前に参加者を募集し、保護者と共

に参加するようにした。保健師による消毒や感染症対策の講義、被災時の校内施設の使い方など、大人と同

じ内容で参加した。 

・学校運営協議会で、児童会の代表児童が、いじめ防止対策や中学校での協議などについて、活動の内容を報

告した。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・学校ホームページ（ブログ）で活動について周知した。 

・学校安心メールで事前に周知し、参加者を募集した。 

 

●協働活動の効果、評価 

・保護者による学校評価の中の、「学校（教員）は、あいさつなど基本的な生活習慣が身に付くように指導し

ていますか」という質問項目に対して、９８％が「そう思う・だいたいそう思う」と答えた。一方、低学年

に比べて高学年児童のあいさつがやや消極的であるので、今後とも活動を続けていく。 

・避難所設営訓練に児童も参加することができ、参加された地域の方からもよい取り組みであるとの声をいた

だいた。 

・学校運営協議会と児童会との交流ができたことを評価していただいた。また、給食試食会を行い、児童一緒

に食べていただくことで、学級の様子がよく分かったとのお声をいただいた。 

 

●次年度以降に向けて 

・これまでの活動を継続しつつ、新しい事業を始めていきたい。例え   

ば、本校「赤ロビー」で音楽会を開き保護者や地域の皆さんを招待 

することを検討していく。 

 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

心の教育 ～子どもたちの『心』を育てる～ あいさつなど、地域の人々との交流 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

○ 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面 ○ 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

城南小学校 １００ 

校長名 成長モデル 

ステージ 加納 浩美 

問い合わせ担当者（役職） 

４ 
三村 憲治（教頭） 
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●テーマと設定理由 
・「２０４０年以降の社会を見据えた持続可能な社会作り手の育成」、「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」の

２つがコンセプトの「第４期教育振興計画の基本的な方針」にある地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた 

教育の推進とあり、社会教育による「学び」を通して人々の「つながり」や「かかわり」を作り出し、協力し合える関

係としての土壌を耕しておくことが求められ、こうして形成された地域の人々との関係は持続的な地域コミュニティ

の基盤となっていく。コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進が必要不可欠であると考え、このテー

マを設定した。 

●協働活動の概要 
【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 ・地域で行われる行事やイベントに学校の代表として吹奏楽部・筝曲部・美術部・科学部の成果を発表する機会をいた

だき、披露した。また、自主的に運営ボランティアとして参加した。 

【公民館】 

 ・公民館主催の「槻の木学級」に参加する高齢者の方々に、筝曲部が筝の弾き方を指導し、参加者全員で合奏をした。 

 ・美術部の作品を「公民館まつり」で展示した。 

 ・科学部が夏休みこども公民館「岩中科学部のわくわく科学教室」を実施し、小学生 34 名に講座を開催した。 

 【青少年育成岩槻地区会】 

 ・参加希望した生徒が、「岩槻区ふれあいまつり」の運営ボランティアとして活動した。 

 【地域】 

 ・「岩槻中バザー」「太田小バザー」の運営ボランティアとして活動した。 

 ・「岩槻区体育振興会体育祭」の運営ボランティアとして活動した。 

 ・「節句まつり」で筝曲部が演奏を披露した。      ・「鷹狩り行列」の運営ボランティアとして活動した。 

・「岩槻まつり」で吹奏楽部が演奏（雨天中止）した。 ・「やまぶきまつり」で筝曲部が演奏を披露した。 

【実施にあたってのプロセス等】 

 ・実施の２か月～３か月前に各団体から依頼があり、各部活の顧問、各団体の担当者と連絡をとりながら参加に向けて

調整を行う。 

 ・生徒の活動の様子を学校たよりに掲載した。 

 

●協働活動の効果、評価 
本校生徒が地域行事や公民館活動、各種まつり等に主体的に参加し、日頃の学習成果や部活動の成果を発表したことは、

生徒にとって学校で学んだことを実社会で生かす貴重な機会となった。特に、筝曲部による高齢者への指導や科学部によ

る小学生向け講座の実施は、自らの知識や技能を他者のために活用する経験となり、相手意識や社会貢献意識の高まりが

見られた。 

 また、運営ボランティアとして地域行事を支える活動では、多世代の地域住民と関わりながら協働する経験を積むこと

ができた。これにより、コミュニケーション能力や責任感、主体性の向上が図られ、生徒自身が地域社会の一員であると

いう自覚を深めることにつながった。 

 さらに、地域の方々からの感謝や励ましの言葉を直接受け取ることで、自己有用感や達成感を得ることができた。学校

としても、生徒の活躍の様子を学校だより等で発信することで、地域と学校のつながりがより一層強化された。 

 これらの取組を通して、学校・地域・家庭が連携した教育活動の充実が図られ、地域の教育力を生かした持続可能な協

働体制の基盤づくりが進んだと評価できる。 

●次年度以降に向けて 
・生徒が主体的にボランティア活動に参加できるような仕組みを構築する。 

 ・地域で必要としているボランティア活動はないか調査・検討を進める。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 
学校・地域・家庭が連携した活動  

～地域の教育力の活用を通して～ 
地域と連携したボランティア活動 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 
学校名 学校番号 

岩槻中学校 ２４９ 

校長名 成長モデル 

ステージ 金子 宜史 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

武石 涼（教頭） 
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●テーマと設定理由 

・地域と学校との繋がりが深いこの地域では、将来、地域の活性化に寄与し、地域の力となる人材育成が求め

られている。学校運営協議会の熟議において、そういった地域の願いを受け取り、生徒の『エージェンシー』

の育成が必要であると考え、本テーマを設定した。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・昨年度 PTA 主体で行っていた「防災フェア」をブラッシュアップさせ、学校と保護者との協働活動で実施し

た。地域一体型の安全教育を行うために、避難所となる川通中学校が拠点となり、学校・家庭・地域・行政

が一体となって、防災について考え、地域防災力を強化する機会を創出した。 

（１）学 校 以下の目的で PTA と協働で「防災フェア」を企画・運営した。 

①教科等横断的に学習した内容について、他者に発信することを通して、「エージェンシー」を 

育み、地域の中心となって活躍する生徒の資質能力を育成する。 

       ②地域一体となって防災について考える機運を醸成し、地域防災力を強化する機会とする。 

③消防署等による体験学習や校内での学び合いを通して、参加者全員が災害から命を守るための 

判断・行動ができる力を身に付ける。 

        ④異年齢、世代を超えて、交流を深める。 

（２）保護者 学校との協働で「防災フェア」を企画・運営した。消防署、消防分団、岩槻区総務課への連絡

窓口として、行政機関等との連絡調整を図った。広報のチラシを作成し、地域に配付した。栄

養教諭と連携し、実際に災害が起きたときに炊き出しを中学生が行えるよう、 

給食でアルファ化米づくりを体験させる取組も行い、保護者にも同じように 

体験してもらい、地域や保護者の参加者に炊いた防災米を配付した。 

（３）地 域 防災フェアに参加してもらい、生徒が教科等横断的に学んだことを参加した 

地域の方に教え、防災について一緒に考える時間を設けた。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・PTA 会長と連携を図り、目的を共有し、消防署等との打ち合わせを重ねて実施した。実施内容については、

即日ホームページに生徒の活動の様子を発信し、参加できなかった保護者や地域の人とも共有した。 

●協働活動の効果、評価 

保護者、学校運営協議会委員、地域（自治会長、民生委員、主任児童委員、近隣小学校保護者・児童）で 100

名程度が来校し、学校（生徒・教職員）、家庭、地域、行政の総勢 300 名で防災について学び考える機会を創

出することができ、地域防災力向上の一端を担うことができた。参加者へはアンケートを実施し、「地域の安

全は地域ぐるみで考えることが大切だと改めて感じた」「例年と違い、生徒による発表があり、生徒全員参加

で意義深いものになったと思う。」といった感想があった。生徒アンケートでは、防災意識・災害から命を守

るための判断・行動が高まったとの設問に肯定的な回答が 100％（そう思う 86.6%,どちらかといえばそう思う

13.4%）だった。自由記述では、「他学年から学べ、保護者地域にも学んだことを伝えることができた」「実際に

川中が避難所となったとき、どう行動したらよいか勉強になった」「実際に起きた際には中学生が大事なので、

頑張ります」といったねらいに即した学びを実感できた生徒が多くいた。 

●次年度以降に向けて 

 協働活動により、学校だけではできない取組ができた。また、生徒の学びを他者（異年齢、保護者地域）に

発信する機会は、生徒にとって非常に教育効果が高いことが生徒の感想からも見て取れた。次年度も、生徒の

エージェンシーの育成につながる場面を地域、保護者との協働活動のもと、創出していく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

生徒の『エージェンシー』の育成 地域一体型の安全教育 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

川通中学校 ２５０ 

校長名 成長モデル 

ステージ 鈴木 純 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

山口 祐貴子 
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●テーマと設定理由 

 城南中学校区における小・中一貫教育「花笑み教育」では、義務教育９年間を通して、地域に誇りをもち、

多様な人々との人間関係を構築しながらよりよい地域社会をつくろうとする未来の担い手の育成を目指し

ている。しかしながら、コロナ禍以降学校と地域との協働活動が減少したままで、生徒からも「地域とのつ

ながり」はあまり実感できていないとの声があり、本テーマを設定した。 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

 ・本校敷地内には樹木が大変多く、秋になると落ち葉等の掃除が大変な状況にある。これまで学校用務員や

外清掃当番に頼っていたが、PTA 役員から全校生徒と保護者で落ち葉掃きや除草を一緒にやりたいという

提案があり実施することとなった。当日の進行や事前準備等は保護者が中心となって行い、落ち葉の中に

宝物を忍ばせるなど、活動を盛り上げていた。 

 ・参加者は全校生徒、保護者に加え、「地域とのつながり」を実感できるようにと、体育施設開放を利用し

ている地域のスポーツ団体に協力を依頼した。スポーツ団体の協力者は、日頃から農作業や植物等の手入

れをされている方が多く、草取りなどに慣れていない生徒のよい手本となっていた。 

 ・生徒がより生き生きと活動できるよう、教職員と PTA 役員がアイデアを出し合い、学年の枠を越えた縦割

りグループでの活動とした。上学年の生徒はリーダーシップを発揮しながら下学年の生徒に声をかけ、ど

のグループも協力しながら取り組むことができた。 

 ・今回の活動を通して、生徒は自分たちの社会を自分たちでよくしようとする社会参画意識の高まりが見ら

れた。また、みんなが楽しく充実した活動になるよう工夫した PTA 役員の姿や、専門的に教えてくれたス

ポーツ団体の方の姿は生徒のロールモデルとなり、事後の生徒の変容へとつながった。 

【事後の生徒の変容】 

 ・翌月に実施された育成会主催の小学生対象の祭りの運営ボランティアとして３０名以上の生徒が参加した。 

 ・よりよい学校づくりに貢献しようと、あいさつ運動ボランティアに２０名以上の生徒が立候補した。 

 ・自分たちが所属している社会を自分たちの力でよりよくしようと、学級会の議題提案や学級ごとのお祭り

の開催など、自治的な活動が増えてきた。 

【実施にあたってのプロセス等】 

 ・PTA の環境整備活動担当と教頭・環境教育担当の打合せを２か月前から行った。 

 ・生徒は縦割りグループの名前決めを事前に行い、結束力を高めた。 

●協働活動の効果、評価 

 ・地域や保護者との協働活動が実施されていなかった本校であったが、環境整備活動をきっかけに「みんな

で一つのことに取り組むことは楽しいこと」と生徒が実感したことにより、身近な社会をよりよくしよう

とする生徒の姿が見られるようになった。 

 ・地域の農家や起業家の方と授業を行う機会を設け、より地域が身近 

に感じるとともに、地域の方への感謝を行動で伝えるようになった。 

 ・学級会を通して生徒が祭りを開催し、保護者や地域の方を招待し、 

社会参画意識や自治的能力の醸成へとつながった。 

●次年度以降に向けて 

 ・新たな学校文化となるような協働活動を生徒が自発的に創り上げることを目指し、学級会や生徒会活動を

通して、保護者や地域との協働活動を考え、実践の積み重ねを継続していく。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「花笑み教育」における 

「地域とつながる」教育活動等の充実 
環境整備活動 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

城南中学校 ２５１ 

校長名 成長モデル 

ステージ 吉原 誠士 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

鈴木 恵（教頭） 
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●テーマと設定理由 
・地域の少子化・高齢化が進展しており、地域等と生徒の交流する機会が益々減ってきている。このため、学

校運営協議会での熟議において、「地域に貢献できる生徒の育成」というテーマを設定し、生徒が主体的に

関わる地域学校協働活動の推進を図るため、地域と生徒の交流する機会を積極的に増やすことにした。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・「地域で学び、地域を知り」に係る協働活動…第１学年の総合的な学習の時間の授業において、学区内の自 

動車学校による自転車交通安全教室の実施及び、各自治会による防災倉庫の見学と防災に係る講話を、これ

までと同様に実施することにした。 

・「地域に貢献できる生徒の育成」に係る協働活動…全校生徒を対象に、地区の青少年育成慈恩寺地区会によ 

るじゃが芋堀りとカレーづくり・餅つき大会、学区内の公民館等による小学生を対象としたサマースクール、 

地域による夏祭り、地区運動会等のボランティアを募集し、希望生徒が参加するようにした。 

・「学校・保護者・地域の役割について」 

学 校：総合的な学習の時間の年間指導計画に基づき、事前・事後指導も行い、全校生徒を対象としたボラ 

    ンティア活動やその意義等の周知・参加呼びかけ等を行った。 

保護者：イベントに参加する児童の保護者が児童の引率を行い、参加生徒の保護者は任意で参加した。 

 地 域：交通安全教室、防災倉庫見学、じゃが芋堀りとカレーづくり・餅つき大会、サマースクール、夏祭

り、地区運動会等の取組の企画・運営を行った。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・管理職、担当学年職員等が連絡調整を行い、実施当日は管理職、担当学年職員、学校地域連携コーディネー

ターが同行又は参加した。 

・生徒の活動の様子や参加した感想等を、管理職と共に学校地域連携コーディネーターがまとめ、管理職が学

校だより等を通じて取組の周知を行った。 

 

●協働活動の効果、評価 

・各取組について、「普段の学校で行っている活動とは違って、地域の大人の方々と協力し、自分の参加する

競技との合間を探して仕事をしたりするなど、協力するということや団結力、コミュニケーション能力を学

びました。この力をこれから先の学校生活にも活かしていきたいです。」「ボランティアを通して、今まで関

わっていなかった地域の人とも関わる事ができたし、自分が今何をするべきか、何をしたら良いかなどを考

えながら活動することができました。とても良い経験になりました。」等の感想を生徒より聞くことができ

た。一方、「中学生がよく働いてくれて、助かった。これからもボランティアに参加すること等で、地域の

方々共に、地域に貢献することを期待しています。」という声等を地域の関係 

諸機関の方からも聞くことができた。 

 

●次年度以降に向けて 
・教育課程に位置付けた取組と、地域が主催する取組のさらなる充実を目指すと 

共に、生徒がより主体的に関わることができるための工夫を図っていく。また、 

改編された PTA との協力体制についても検討する。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

(地域で学び・地域を知り・)地域に貢献できる生徒の育成 自転車安全教室・防災倉庫見学・芋掘り等ボランティア 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面 〇 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

  学校名 学校番号 

慈恩寺中学校 ２５２ 

校長名 成長モデル 

ステージ 髙波 國夫 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

笠原 武（学校地域連携コーディネーター） 
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●テーマと設定理由 

昨年度の学校運営協議会でも「交通安全」が話題にあがり、学校としてもこれまで生徒への指導、保

護者・地域への啓発、行政との連携などの取組を行ってきた。学校としては、交通安全について一定の

成果があったと感じているが、昨今の交通事故等の報道を受け、学校外での子どもの活動時など、保護

者・地域と一体となって取り組む必要があると感じたためこのテーマを設定した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・子どものアクションが地域を変えることもあるため、児童生徒作成の交通安全ポスター等を地域に

掲示するなど、啓発方法について検討する。地域では、回覧板や掲示板などを通して周知を図る。 

・児童生徒だけでなく、保護者も共に参加できる交通安全教室等、保護者や地域が交通ルールを学ぶ機

会を作れるか検討する。 

・家庭では、出かける際の声掛けや PTA による交通安全指導などを呼びかける。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・校内の交通安全教室等の際に、保護者にも参加が可能な形態の工夫を行う。 

・教育課程外の地域行事やイベントの際に、親子参加型の交通安全教室が入れられるかを検討する。 

・長期休みに交通安全ポスターの作成について、生徒への募集をかける。 

 

●協働活動の効果、評価 

・学校・家庭・地域が一体となる枠組み作りを進めたことに一定の成果が見られた。 

・話し合いの段階から、保護者や地域の意見を取り入れたことで、以下のような前進があった。 

１．交通安全ポスターの掲示場所の候補が具体化した。 

２．親子参加型の交通安全教室の実施に向けた課題や必要条件を共有できた。 

３．家庭・地域での声かけの重要性が関係者間で共通理解された。 

 

●次年度以降に向けて 

次年度は、今年度の協議を踏まえ、以下の点を中心に実行段階へ移行する。 

１．交通安全ポスターの制作・掲示の実施。 

２．親子参加型交通安全教室の試行的実施。 

３．家庭・地域と連携した声かけの仕組みづくり。 

今年度の話し合いを土台として、次年度はより実践的な協働活動へと発展させ、中学校区全体の交通

安全意識向上を図る。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

中学校区における交通安全の徹底に向けた 

「協働」の在り方 
事故防止や自転車利用時のヘルメット着用の周知 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面  多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

城北中学校 ２５３ 

校長名 成長モデル 

ステージ 和田 卓也 

問い合わせ担当者（役職） 
２ 

山﨑 史博（教頭） 
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●テーマと設定理由 

東岩槻区内の児童・生徒が減少する中での環境において、自信や肯定感を育むために、地域・学校でで

きることを設けることが必要である。  

そこで、「東岩槻小学校・桜山中学校の児童・生徒に地域社会で活躍する場を設け、地域の一員である

ことを意識づける」ことを設定理由とした。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

〇地域・保護者の方と連携しあいさつ運動、クリーン活動、花いっぱい活動などを実施する。地域の中

で活動し、子どもの声が地域で聞こえるようにする。 

〇子どもたちに自信をもたせる機会（褒める機会）を増やすために、学校行事（例・体育祭など）を

共同での活動にしたり、ボランティア活動ができる場を生み出したりして、地域住民が互いに評価

できる場とする。挨拶については大人が手本を見せることを基本として、取り組む。地域住民が生

徒とコミュニケーションをとりやすくするために、学校が気軽に立ち寄れる環境づくりを行う。 

【実施にあたってのプロセス等】 

○毎月、小学校と連携し、地域・保護者の方とあいさつ運動を行っている。 

○例年８月に行われる「東岩槻まつり」において、実行委員長より、中学生への神輿担ぎの提案があり、

募集した。当日は、生徒、校長、教頭、学校地域連携コーディネーターが参加した。 

○吹奏楽部も「東岩槻まつり」に参加し、演奏をすることができた。 

○吹奏楽部は「東岩槻フェスティバル」にも参加している。また、運営に関してもボランティアとして 

参加している。 

 

●協働活動の効果、評価 

地域・保護者と連携したあいさつ運動やクリーン活動、地域行事へ参加をしたことで、生徒の地域での

存在感が高まり、地域住民とのつながりが自然に深まったことが大きな成果である。特に、「東岩槻ま

つり」での神輿担ぎや吹奏楽部の演奏は、生徒が地域の一員として活躍し、互いに評価される機会とな

り、自己肯定感の向上につながった。また、地域住民が学校へ立ち寄りやすい環境づくりが進んだこと

で、学校と地域との関係性がより強固になった。これらの活動を通して、生徒は他者と協働する力を高

めるとともに、地域へ貢献する喜びを実感できるようになり、学校全体としても地域とともに子どもを

育む姿勢が一層明確になった点が評価できる。 

 

●次年度以降に向けて 

次年度は、これまでの活動を継続しつつ、生徒の参加機会をさらに広げ、より多くの生徒が主体的に関

わる仕組みを整えることが課題である。あわせて、地域住民が参加しやすい環境をさらに整備し、地

域・保護者・学校の協働体制を継続的に強化していく必要がある。 

 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

豊かなかかわり合いの充実 あいさつ運動・地域行事等 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

〇 学校で学んだことを生かす場面 〇 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

活動の様子がわかる写真 学校名 学校番号 

桜山中学校 ２５４ 

校長名 成長モデル 

ステージ 五十嵐 紀子 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

涌井 茂（教頭） 
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●テーマと設定理由 

学校運営協議会で行った熟議では、「地域の力をどのように生かしていくか」をテーマとして、その重要性

を協議し、地域の子どもたちが校種を越えて主体的に関わるイベントを PTA が開催することで、いずれ地域

を支えていく子どもたちが岩槻の郷土愛を醸成することをねらいとした。また、地域の活動として子どもた

ちにスポットライトをあて、地域の人々が集う「まちづくり」の推進を目指した。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

「柏陽祭」は柏陽中学校 PTA が主催をし、中学校区である城南小学校、柏崎小学校、及び県立岩槻高等学校の

児童生徒がステージ発表の内容を企画したり、他団体との調整を図りながらイベントを盛り上げたりし、延

べ来場者数が半日で１，０００人を超える大イベントとなった。 

 

【学校】…PTA と協働し、生徒ボランティアスタッフの募集や、ステージ発表への参加、中学生も楽しめる企

画やワーキングショップの設定など、開催全般に対する総合的なサポートを行った。 

【保護者】…PTA が実行委員会を組織し、関係団体との打ち合わせを行い、広報活動等を幅広く行うことで、

「手作りのイベント」を創出した。 

【地域】…地域の自治会長を中心に、中学校区以外にも岩槻区内の中学校等に広報し、ステージ発表や外部団

体との調整を計画的にかつ精力的に行った。 

 

【実施にあたってのプロセス等】 

「柏陽祭」実行委員会を年度当初立ち上げ、学校運営協議会で方向性の協議を行った。さらに、定例の実行委

員会では、関係団体との打ち合わせを行い、進捗状況や役割分担等の確認を行った。（本校からは、校長、教

頭、教務主任、学校地域連携コーディネーターが出席） 

 

●協働活動の効果、評価 

・学区内小、中、高等学校の児童生徒と保護者、地域の方々が集い、豊かな「異世代交流の場」を創ることが

できた。 

・ステージ発表を通じて、本校吹奏楽部をはじめとした近隣の学校の児童生徒のよい発表の場となった。 

・学校と PTA、地域が準備段階で入念に打合せをし、協働をすることを通して互いの信頼関係を構築することできた。 

・吹奏楽部生徒を含めて、延べ、５４名のボランティアが活動した。 

・地域密着型の地域行事が注目され、令和７年１２月１２日付の埼玉新聞において「地域交流イベント 来場

者でにぎわう」というタイトルで本活動が掲載された。 

 

●次年度以降に向けて 

・地域行事の「異世代交流の場」の確保に向けて、今年度の取組を基に

次年度も継続しての取組を目指す。 

・活動の成果は大きい反面、実行委員をはじめとした役員の負担が軽減  

できるとよい。 

・生徒ボランティアを次年度も募集し、協力生徒の延べ数を増やし、 

活動を定着できるよう働きかけをしていきたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

「地域の力をどのように教育に生かしていくか」 

「岩槻の郷土学習で何を伝えていくか」 

「これからの PTA 活動について」 

「部活動地域展開のモデル校としてできること」 

「地域の交流イベント」として開催した地域密着型 

“柏陽祭”の開催 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面  
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 

学校名 学校番号 

柏陽中学校 ２５５ 

校長名 成長モデル 

ステージ 水村 亨 

問い合わせ担当者（役職） 
４ 

笛田 透（教頭） 
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●テーマと設定理由 

学校運営協議会において、一小一中の利点を生かした学校教育に、地域の力を生かした子どもたちの育成の

場を設けることの大切さが議論された。一方で、小・中学校ともにＰＴＡ活動はスリム化が図られており、Ｐ

ＴＡを主体とした地域行事を継続することが困難な状況となっている。そこで、テーマを「おらが地域、おら

が学校での子どもたちの育成」と題し、コロナ禍を経て実施されなくなってしまった小・中合同での地域行事

を学校運営協議会が中心となり、地域の各種団体の協力を得ながら実施することとした。 

 

●協働活動の概要 

【このテーマに関わる協働活動の内容】 

・西原小学校、西原中学校がそれぞれに実施していた地域に開かれた行事を合同で行うことにより、小・中そ

れぞれのメリットを生かした地域行事を行う。 

・小学校で行われてきた青少年育成さいたま市民会議岩槻地区会、岩槻第三体育振興会、岩槻歴史紙芝居の会

による催し物に、中学生によるボランティア活動、部活動等の発表、ＰＴＡによる制服販売が加わることで、

小・中・地域の交流がより一層深まる場としていく。 

・学校運営協議会が主催となることで、地域行事として継続して実施できるようにする。 

【実施にあたってのプロセス等】 

・６・10 月に実施された２回の学校運営協議会において、合同開催を決定するとともに、今後主催として地域

の一つの行事として実施することへの理解を図った。 

・１月末に西原小学校で実施される西原小地域交流子どもフェスに中学校が参画する形で、本年度は実施する

ことを決定。 

 

●協働活動の効果、評価 

・西原小地域交流子どもフェスに参加し、「吹奏楽部による演奏」「特別支援学級によるハンドメイド作品の販

売」「ＰＴＡによる制服リサイクル販売」「中学生ボランティアによるお手伝い」を実施することができた。 

・いずれの取組も盛況で、中学生のイベント参加者数も増えたことから、西原中学校と西原小学校、地域団体

との交流を深めることができた。 

・学校評価アンケート保護者対象、設問１３「学校は、保護者、地域の協力、願いを受け止めて、学校の教育

活動を進めている。」及び設問１４「学校は、保護者や地域の人々との連携を図って教育活動を進めている。」

において肯定的な回答の割合は、 

設問１３ ８０．２％→８４．６％→９０．３％ 

設問１４ ７８．４％→８０．２％→８７．７％（※Ｒ５→Ｒ６→Ｒ７） 

 

●次年度以降に向けて 

・本年度は、小学校開催の地域行事に中学校が追加で参加するような形となったが、次年度以降は、西原小・

中学校運営協議会を主催者とし、小・中学校がともに実施する地域行事としてアピールしていきたい。 

・本年度は、岩槻区スポーツ振興会による親子ふれあいスポーツフェスティバルが実施の年であったが、次年

度は異なるため、運動部等による活動の可否についても、企画段階から検討を行っていきたい。 

・小学生、中学生、保護者、地域が楽しめる持続可能な地域行事として定着を図っていきたい。 

学校運営協議会で設定したテーマ このテーマに関する協働活動 

おらが地域、おらが学校での子どもたちの育成 小・中合同での地域行事の実施 

３つの「子どもの活躍の場」に該当するものがあれば〇を付ける 

 学校で学んだことを生かす場面 ○ 多くの他者と協働する場面 ○ 
自身の生活や世の中を少しでも 

変えられたと実感できる場面 

 学校名 学校番号 

西原中学校 ２５６ 

校長名 成長モデル 

ステージ 細井博幸 

問い合わせ担当者（役職） 
３ 

小倉愛咲子（教頭） 
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